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資料１ 

 

関西医療大学 学則 

 

第 １ 章 総  則 

（大学の目的） 

第 １ 条 本学は、教育基本法の精神にのっとり、広く一般教養を高めるとともに、高い倫理観を養

成し、より深い専門知識と技術を教授研究し、国民の保健に対する社会の要望に応えうる技

術と能力を備えた人材の育成に努めることを目的とする。 

（保健医療学部の目的） 

第１条の２ 保健医療学部（本条において以下「本学部」という。）は、大学の目的にのっとり、保

健医療に関わる医療人に求められる広い一般教養と高い倫理観を養成するとともに、より深

い保健医療に関する専門知識と技術を教授研究し、保健医療に対する社会の要請に応えうる

技術と能力を持つ人材の育成に努める。 

２ 本学部におく各学科の教育研究上の目的は、次の各号に定めるとおりとする。 

(1) 本学部はり灸・スポーツトレーナー学科は、前項の目的にのっとり、広い一般教養と高

い倫理観を養成し、より深い東洋医学系物理的治療に関する専門知識と技術を教授研究

し、質の高い鍼灸医学系の人材の育成に努める。 

(2) 本学部理学療法学科は、前項の目的にのっとり、広い一般教養と高い倫理観を養成し、

より深い理学療法に関する専門知識と技術を教授研究し、質の高い理学療法士の人材の育

成に努める。 

(3) 本学部作業療法学科は、前項の目的にのっとり、広い一般教養と高い倫理観を養成し、

より深い作業療法に関する専門知識と技術を教授研究し、質の高い作業療法学系の人材の

育成に努める。 

(4) 本学部ヘルスプロモーション整復学科は、前項の目的にのっとり、広い一般教養と高い

倫理観を養成し、保健と柔道整復に関する専門知識と技術を教授研究し、質の高い保健医

療学系の人材の育成に努める。 

(5) 本学部臨床検査学科は、前項の目的にのっとり、広い一般教養・高い倫理観と高度な専

門知識・技術をもとに臨床検査を遂行し、チーム医療の一員として社会に役立つ使命感を

持った人材の育成に努める。 

（保健看護学部の目的） 

第１条の３ 保健看護学部（本条において以下「本学部」という。）は、大学の目的にのっとり、保

健看護に関わる医療人に求められる広い一般教養と高い倫理観を養成するとともに、より深

い保健看護に関する専門知識と技術を教授研究し、保健看護に対する社会の要請に応えうる

技術と能力を持つ人材の育成に努める。 

２ 本学部保健看護学科は、前項の目的にのっとり、広い一般教養、豊かな人間性、及び高い

倫理観を養成し、保健看護に関するより深い専門知識と技術を教授研究し、保健看護の実

践・教育・研究など広い分野で活躍できる質の高い人材の育成に努める。 

（自己点検・評価） 

第 ２ 条 本学は、教育研究水準の向上を図り、その目的及び社会的使命を達成するため、教育研究

活動等の状況について自己点検及び評価（以下「自己点検・評価」という。）を行い、その

結果を公表するものとする。 

２ 自己点検・評価を行うため、本学に自己点検・評価委員会を置く。 

３ 自己点検・評価委員会に関して必要な事項は別に定める。 

（個人情報の保護） 

第 ３ 条 学生が本学に届け出た氏名、住所等の情報並びに在学中の記録等（以下「個人情報」とい

う。）は、本学が行う教育及び学生サービス等以外の目的に利用してはならない。 

２ 個人情報は、本人の同意がある場合もしくは別に定める例外の場合を除いて、第三者に開

示してはならない。 

第 ２ 章 学科、学生定員及び修業年限 

（学部、学科及び学生定員） 

第 ４ 条 本学において設置する学部、学科及びその学生定員は次のとおりとする。 
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学  部 学  科 入学定員 収容定員 

保健医療学部 

はり灸・スポーツトレーナー学科  ５０名 ２００名 

理学療法学科  ６０名 ２４０名 

作業療法学科  ４０名 １６０名 

ヘルスプロモーション整復学科  ４０名 １６０名 

臨床検査学科  ６０名 ２４０名 

保健看護学部 保健看護学科  ９０名 ３６０名 

（修業年限及び在学年限） 

第 ５ 条 本学の修業年限は、４年とする。 

２ 学生は、８年を超えて在学することはできない。ただし、編入学、再入学又は転入学した

学生は、その者の在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学することはできない。 

第 ３ 章 学年、学期及び休業日 

（学  年） 

第 ６ 条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終る。 

（学  期） 

第 ７ 条 学年を次の２学期に分ける。 

前期 ４月１日から９月30日まで 

後期 10月１日から翌年３月31日まで 

（休 業 日） 

第 ８ 条 休業日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 「国民の祝日に関する法律」（昭和23年法律第178号）に定める休日 

(3) 創立記念日 10月27日 

(4) 夏期休業日 ８月５日から９月15日まで 

(5) 冬期休業日 12月21日から翌年１月10日まで 

(6) 春期休業日 ３月21日から３月31日まで 

２ 必要がある場合、学長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。 

３ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

第 ４ 章 入学、退学及び休学 

（入学の時期） 

第 ９ 条 入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学の資格） 

第１０条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により、これに

相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定した者 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者 

(5) 文部科学大臣の指定した者 

(6) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程

度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程

（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

(7) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で18歳に達した者 

（入学の出願） 

第１１条 本学に入学を志願する者は、本学所定の入学願書に所定の入学検定料及び別に定める書類
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を添えて願い出なければならない。 

２ 提出の時期、方法、提出すべき書類等については別に定める。 

（入学者の選考） 

第１２条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。 

（入学手続き及び入学許可） 

第１３条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、本学所定の書類

を提出するとともに、所定の入学金等を納付しなければならない。 

２ 入学手続きの際に、保証人を届け出るものとする。 

３ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

（編 入 学） 

第１４条 次の各号の一に該当する者で、本学への編入学を志願する者があるときは、欠員のある場

合に限り、選考の上、相当年次に入学を許可することがある。 

(1) 大学を卒業した者又は退学した者 

(2) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者 

(3) 短期大学又は高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者とし

て、学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第155条第２項又は同第177条に規定

する者 

(4) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基

準を満たすものに限る。以下同じ。）を修了した者 

２ 前項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取り扱い並び

に在学すべき年数については、学長が決定する。 

（再入学、転入学） 

第１５条 本学に再入学又は転入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、

相当年次に入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取り扱い並び

に在学すべき年数については、学長が決定する。 

（退  学） 

第１６条 退学しようとする者は、学長の許可を得なければならない。 

（休  学） 

第１７条 学生は疾病その他やむを得ない理由により、引き続き２カ月以上修学することができない

ときは、学長に届け出て休学することができる。 

２ 疾病を理由とする休学届には医師の診断書を添付しなければならない。 

３ 疾病その他特別の理由により修学することが適当でないと認められる者については、学長

は休学を命ずることができる。 

（休学の期間） 

第１８条 休学の期間は１年を超えることができない。ただし、特別の理由がある場合は、引き続き

更に１年まで延長することができる。 

２ 休学の期間は通算して２年を超えることができない。 

３ 休学の期間は第５条第２項の在学年限に算入しない。 

（復  学） 

第１９条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 

（除  籍） 

第２０条 次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。 

(1) 第５条第２項に定める在学年限を超えた者 

(2) 第18条第２項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

(3) 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

(4) 長期間にわたり行方不明の者 

(5) 在学中に死亡した者 

第 ５ 章 教育課程及び履修方法等 

（授業科目） 

第２１条 教育課程及び履修方法は別表第１のとおりとする。 

２ 学生は、他学部又は他学科の授業科目を履修して、修得した科目の単位を卒業に必要な単
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位に算入することができる。 

（授業の方法） 

第２２条 授業は、講義、演習、実験、実習もしくは実技のいずれかにより、又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 前項の授業を、多様なメディアを利用して行う必要があるときは、あらかじめ指定した日

時に、パーソナルコンピュータその他双方向の通信手段により行うことができる。 

   ３ 前項の授業は、教室等以外の場所で行うことができる。 

   ４ 第２項の授業の方法により修得する単位数は６０単位を超えないものとする。 

   ５ 第２項の授業を実施する授業科目については、別に定める。 

  

（単位の計算方法） 

第２３条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし、授業の方法に応じて当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学

修等を考慮して、次の基準により計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で本学が定める時間の授業をも

って１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技については30時間から45時間までの範囲で本学が定める時間の授業

をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、これに必要な学修等を考慮

して、単位数を定める。 

（単位の授与） 

第２４条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、配当学年ごとに所定の単位を与える。 

（学修の評価） 

第２５条 試験等の評価はＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄをもって表わし、Ｃ以上を合格とする。 

（他大学等における授業科目の履修等） 

第２６条 教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目につ

いて修得した単位を、本学における授業科目の履修により修得したものと認定することがで

きる。 

２ 前項により認定できる単位数は、60単位を超えないこととする。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第２７条 教育上有益と認めるときは、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部

科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修により修得したものと認定する

ことができる。 

２ 前項により認定できる単位数は、前条により本学において修得したものと認定する単位数

とあわせて60単位を超えないこととする。 

（入学前の既取得単位の認定） 

第２８条 教育上有益と認めるときは、学生が入学前に大学又は短期大学等において修得した単位

（科目等履修生として修得した単位を含む）を、本学における授業科目の履修により修得し

たものと認定することができる。 

２ 前項により認定できる単位数は、編入学等の場合を除き、本学において修得した単位以外

のものについては、60単位を超えないこととする。 

（本学以外での履修の許可） 

第２９条 学生が第26条又は第27条により本学以外において授業科目の履修を希望するときは、学長

の許可を得なければならない。 

（本学以外で修得した科目及び単位の取り扱い） 

第３０条 本学以外において修得した科目及び単位の取り扱いについては、別に定める。 

第 ６ 章 卒 業 等 

（卒  業） 

第３１条 本学に４年以上在学し、所定の単位を修得した者については、学長が卒業を認定する。 

２ 学長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書・学位記を授与する。 

（学  位） 

第３２条 卒業した者には、次の区分に従い、学士の学位を授与する。 
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保健医療学部 はり灸・スポーツトレーナー学科  学士（鍼 灸 学） 

理学療法学科           学士（理学療法学） 

作業療法学科           学士（作業療法学） 

ヘルスプロモーション整復学科   学士（保健医療学） 

臨床検査学科           学士（保健衛生学） 

保健看護学部 保健看護学科           学士（看 護 学） 

第 ７ 章 検定料、入学金、授業料その他の費用 

（検定料等の金額） 

第３３条 本学の検定料、入学金、授業料等の金額は別表第２のとおりとする。 

（授業料等の納入期） 

第３４条 授業料等は別表第２に定める期日までに納入しなければならない。ただし、特別の事情が

あると認められる者は、延納を認めることがある。 

（退学及び停学の場合の授業料等） 

第３５条 学期の中途で退学し又は除籍された者の当該期分の授業料等は徴収する。 

２ 停学期間中の授業料等は徴収する。 

（休学の場合の授業料等） 

第３６条 休学を許可され又は命ぜられた者については、休学した月の翌月から復学した月の前月ま

での授業料等を免除する。 

２ ただし、在籍料を徴収することとし、その金額は別表第３のとおりとする。 

（復学の場合の授業料等） 

第３７条 学期の中途において復学した者は、復学した月から当該期末までの授業料等を復学した月

に納付しなければならない。 

２ 休学期間が１年を超えて復学した者に係る授業料等の額は、当該者の属する年次の在学者

に係る額と同額とする。 

（学年の中途で卒業する見込みの者の授業料等） 

第３８条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの月までの授業料等を納付するもの

とする。 

（納付した授業料等） 

第３９条 納付した検定料、入学金及び授業料等は原則として返付しない。 

第 ８ 章 教職員組織 

（教職員組織） 

第４０条 本学に学長、教授、准教授、講師、助教、助手及び事務職員、技術職員、その他の職員を

置く。 

２ 本学に必要に応じて副学長を置くことができる。 

第 ９ 章 大学運営会議及び教授会 

（大学運営会議） 

第４１条 本学に大学運営会議（以下「運営会議」という。）を置く。 

２ 運営会議は、教学における内部質保証のための基本方針と大学運営に関する重要事項につ

いて審議する。 

３ 運営会議の組織及び運営に関して必要な事項は学長が別に定める。 

（教 授 会） 

第４２条 本学の各学部に教授会を置く。 

２ 教授会は、当該学部の学部長及び当該学部の教授をもって組織する。 

３ 教授会の構成には、必要に応じ、教授以外の教職員を加えることができる。 

４ 学長は、教育研究に関する次の各号に掲げる事項について決定を行うに当たり、当該学部

教授会の意見を聴くものとする。 

(1) 学生の入学及び卒業 

(2) 学位の授与 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くこと

が必要なものとして学長が定めるもの 

５ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項につい
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て、意見を述べることができる。 

６ 教授会は、第４項に規定するもののほか、学長の指示する事項に対し、速やかに意見を述

べなければならない。 

７ 学長が必要と認めた場合は、学部合同の教授会及び特別教授会を開催することができる。 

８ 教授会の組織及び運営に関して必要な事項は学長が別に定める。 

第１０章 科目等履修生、外国人留学生及び研究生 

（科目等履修生） 

第４３条 本学において特定の授業科目を履修することを志願する者があるときは、本学の教育に支

障がない限りにおいて選考の上、科目等履修生として学長が許可することがある。 

２ 科目等履修生の学費は別表第４のとおりとする。 

３ 科目等履修生に関して必要な事項は別に定める。 

（外国人留学生） 

第４４条 外国人で、大学等において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者が

あるときは、選考の上、外国人留学生として学長が入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生について必要な事項は別に定める。 

（研 究 生） 

第４５条 本学において特定の事項について研究しようとする者があるときは、選考の上、研究生と

して学長が許可することがある。 

２ 研究生に関して必要な事項は別に定める。 

第１１章 賞  罰 

（表  彰） 

第４６条 学生として表彰に値する行為があった者は、学長が表彰する。 

（罰  則） 

第４７条 本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、学長が懲戒する。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学は次の各号の一に該当する学生に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

(3) 正当な理由がなくて出席常でない者 

(4) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 学生の懲戒に関して必要な事項は別に定める。 

第１２章 厚生及び保健 

（保健室及び厚生施設） 

第４８条 本学に保健室及び学生の厚生に関する施設を置く。 

（健康診断） 

第４９条 職員及び学生のため、毎年１回以上健康診断を行う。 

第１３章 附属施設 

（附属施設） 

第５０条 本学に、次の附属施設を置く。 

(1) 附属図書館 

(2) 附属保健医療施設 

２ 前項各号に掲げる附属施設に関する規程は学長が別に定める。 

第１４章 奨学制度 

（奨学制度） 

第５１条 学長は、学業及び人格が特に優秀な学生に対して、学費の減免又は貸与等の特典を与える

ことがある。 

  

附  則 

１．この学則は平成１５年４月１日から施行する。 
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附  則 

１．この学則は平成１８年４月１日から施行する。 

  

附  則 

１．この学則は平成１９年４月１日から施行する。 

２．平成１８年４月１日以前の入学者が、平成１９年４月１日以降施行の学則別表第１により履修

する場合の学生納付金は、平成１９年４月１日施行の学則別表第２の金額とする。 

  

附  則 

１．この学則は平成２０年４月１日から施行する。 

２．改正後の別表第１（教育課程）の「１．保健医療学部鍼灸学科」の規定は、平成２０年４月１

日以降の１年次入学者から適用する。ただし、改正後の別表第１に掲げる授業科目のうち、教授

会が特に必要と認めた授業科目については、平成１９年度以前の入学者に対しても履修すること

を認めることがある。 

  

附  則 

１．この学則は平成２１年４月１日から施行する。ただし、第１条及び第１条の２は、平成２０年

４月１日から施行する。 

２．平成２１年度から平成２３年度までの学生定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりとす

る。 

学部 学科 

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

入学 

定員 

編入学 

定 員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学 

定 員 

収容 

定員 

入学 

定員 

編入学 

定 員 

収容 

定員 

保健医療

学部 

鍼灸学科 
１００

名 
－ 

４００

名 

１００

名 
－ 

４００

名 

１００

名 
－ 

４００

名 

理学療法学科 ４０名 － 
１２０

名 
４０名 － 

１６０

名 
４０名 － 

１６０

名 

ヘルスプロモー

ション整復学科 
４０名 － ８０名 ４０名 － 

１２０

名 
４０名 － 

１６０

名 

保健看護

学部 
保健看護学科 ８０名 － ８０名 ８０名 － 

１６０

名 
８０名 

８名 

（３年

次） 

２４８

名 

  

附  則 

１．この学則は平成２２年４月１日から施行する。 

２．改正後の別表第２（学生納付金）の「１．保健医療学部 鍼灸学科」の規定は、平成２２年４月

１日以降の１年次入学者から適用する。 

  

附  則 

１．この学則は平成２４年４月１日から施行する。 

２．改正後の第１条の２第２項第１号、第４条、第３２条、別表第１（教育課程）の「１．保健医

療学部 はり灸・スポーツトレーナー学科」、別表第２（学生納付金）の「１．保健医療学部 は

り灸・スポーツトレーナー学科」の規定は、平成２４年４月１日以降の１年次入学者から適用す

る。 

３．平成２４年度から平成２６年度までの学生定員は、第４条の規定にかかわらず次のとおりとす

る。 

学部 学科 
平成２4年度 平成２5年度 平成２6年度 

入学 編入学 収容 入学 編入学 収容 入学 編入学 収容 
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定員 定 員 定員 定員 定 員 定員 定員 定 員 定員 

保健医療

学部 

鍼灸学科/はり

灸・スポーツト

レーナー学科 

５０名 － 
３５０

名 
５０名 － 

３００

名 
５０名 － 

２５０

名 

理学療法学科 ４０名 － 
１６０

名 
４０名 － 

１６０

名 
４０名 － 

１６０

名 

ヘルスプロモー

ション整復学科 
４０名 － 

１６０

名 
４０名 － 

１６０

名 
４０名 － 

１６０

名 

保健看護

学部 
保健看護学科 ８０名 

８名 

（３年

次） 

３３６

名 
８０名 

８名 

（３年

次） 

３３６

名 
８０名 

８名 

（３年

次） 

３３６

名 

４．改正後の別表第１（教育課程）の「１．保健医療学部 はり灸・スポーツトレーナー学科」、

「４．保健看護学部 保健看護学科」、別表第２（学生納付金）の規定は、平成２４年４月１日以

降の１年次入学者から適用する。 

  

附  則 

１．この学則は平成２５年４月１日から施行する。 

２．改正後の別表第１（教育課程）の「１．保健医療学部 はり灸・スポーツトレーナー学科」の規

定は、平成２５年４月１日以降の１年次入学者から適用する。ただし、改正後の別表第１に掲げ

る授業科目のうち、教授会が特に必要と認めた授業科目については、平成２４年度以前の入学者

に対しても履修することを認めることがある。 

  

附  則 

１．この学則は、平成２６年４月１日から施行し、平成２６年度入学生から適用する。 

  

附  則 

１．この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２．改正後の別表第１（教育課程）の「３．保健医療学部 ヘルスプロモーション整復学科」の規定

は、平成２７年４月１日以降の１年次入学者から適用する。ただし、改正後の別表第１に掲げる

授業科目のうち、教授会が特に必要と認めた授業科目については、平成２６年度以前の入学者に

対しても履修することを認めることがある。 

  

附  則 

１．この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２．平成２７年度から平成２９年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

保健医療

学部 

はり灸・スポー

ツトレーナー学

科 

５０名 ２００名 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 

理学療法学科 ６０名 １８０名 ６０名 ２００名 ６０名 ２２０名 

ヘルスプロモー

ション整復学科 
４０名 １６０名 ４０名 １６０名 ４０名 １６０名 

臨床検査学科 ５０名 １５０名 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 

保健看護

学部 
保健看護学科 ９０名 ３３８名 ９０名 ３４０名 ９０名 ３５０名 
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附  則 

１．この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

２．平成２５年４月１日施行の附則２．の「教授会が特に必要と認めた授業科目については」を、

「学長が特に必要と認めた授業科目については」に読み替える。 

  

附  則 

１．この学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２．改正後の別表第１（教育課程）の「４．保健医療学部 臨床検査学科」の規定は、平成２８年

４月１日以降の１年次入学者から適用する。ただし、改正後の別表第１に掲げる授業科目のう

ち、学長が特に必要と認めた授業科目については、平成２７年度以前の入学者に対しても履修す

ることを認めることがある。 

  

附  則 

１．この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２．平成３０年度から平成３２年度までの学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 
平成30年度 平成31年度 平成32年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

保健医療

学部 

はり灸・スポー

ツトレーナー学

科 

５０名 ２００名 ５０名 ２００名 ５０名 ２００名 

理学療法学科 ６０名 ２４０名 ６０名 ２４０名 ６０名 ２４０名 

作業療法学科 ４０名 ４０名 ４０名 ８０名 ４０名 １２０名 

ヘルスプロモー

ション整復学科 
４０名 １６０名 ４０名 １６０名 ４０名 １６０名 

臨床検査学科 ６０名 ２1０名 ６０名 ２2０名 ６０名 ２3０名 

保健看護

学部 
保健看護学科 ９０名 ３６０名 ９０名 ３６０名 ９０名 

３６０

名 

３．改正後の別表第１（教育課程）の「１．保健医療学部 はり灸・スポーツトレーナー学科」

「４．保健医療学部 ヘルスプロモーション整復学科」「５．保健医療学部 臨床検査学科」の

規定は、平成３０年４月１日以降の１年次入学者から適用する。ただし、改正後の別表第１に掲

げる授業科目のうち、学長が特に必要と認めた授業科目については、平成２９年度以前の入学者

に対しても履修することを認めることがある。 

  

 附  則 

 １.この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

１．改正後の別表第１（教育課程）の「２.保健医療学部 理学療法学科」および「３.保健医療学部 

作業療法学科」の規定は、令和２年４月１日以降の１年次入学者から適用する。 ただし、改正後

の別表第１に掲げる授業科目のうち、学長が特に必要と認めた授業科目については、令和元年度

以前の入学者に対しても履修することを認めることがある。 

  

 附  則 

１．この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

  

      附  則 

 １．この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

  

 附  則 

 １．この学則は、令和４年１０月１日から施行する 
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関西医療大学大学院 学則 

 

第 １ 章 総  則 

（目  的） 

第 １ 条 関西医療大学大学院（以下「本大学院」という。）は、保健医療に関する学術の理論及び応

用を教授研究し、その深奥を究めて、国民保健の進展に寄与することを目的とする。 

  

（自己点検・評価） 

第 ２ 条 本大学院は、教育研究水準の向上を図り、その目的及び社会的使命を達成するため、教育研

究活動等の状況について自己点検及び評価（以下「自己点検・評価」という。）を行い、その

結果を公表するものとする。 

    ２ 自己点検・評価を行うため、自己点検・評価委員会を置く。 

    ３ 自己点検・評価委員会に関して必要な事項は別に定める。 

  

（個人情報の保護） 

第 ３ 条 学生が本大学院に届け出た氏名、住所等の情報並びに在学中の記録等（以下「個人情報」と

いう。）は、本大学院が行う教育及び学生サービス等以外の目的に利用してはならない。 

   ２  個人情報は、本人の同意がある場合もしくは別に定める例外の場合を除いて、第三者に開示

してはならない。 

  

第 ２ 章 組織及び収容定員 

（研究科・課程） 

第 ４ 条 本大学院に保健医療学研究科（以下、「本研究科」とする。）を置く。 

２ 本研究科には修士課程及び博士後期課程を置く。 

３ 修士課程は、高い倫理観に基づく行動力及び保健医療分野で学士を修めた者としての責任感

と判断力に基づき、広い視野に立って保健医療分野の専門領域を研究するための実践力を養う

ことを目的とする。 

４ 博士後期課程は、修士課程で修得した資質と能力に基づき、保健医療分野の主導的専門職と

しての高い倫理観のもとで主体的に研究活動を行い、保健医療の各分野を牽引するリーダーシ

ップと後進の指導を担える研究実践力を養うことを目的とする。 

（専攻等） 

第 ５ 条 本研究科に次に掲げる専攻を置く。 

修士課程   保健医療学専攻 

博士後期課程 保健医療学専攻 

２ 専攻の入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

研 究 科 課程・専攻 入学定員 収容定員 

保健医療学研究科 修士課程   保健医療学専攻 ９名 １８名 

  博士後期課程 保健医療学専攻  ３名   ９名 

（修業年限及び在学年限） 

第 ６ 条 本大学院に置く修士課程の修業年限は、２年とする。 

２ 本研究科は、学生が職業を有している等の事情により、前項に規定する標準修業年限を超え

て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望する旨を申し出

たときは、学長の承認を得て、その計画的な履修を認めることができる。 

３ 本大学院には休学期間を除いて４年を超えて在学することができない。ただし、前項の規定

により、長期にわたる教育課程の履修を認められた者の在学期間は、その認められた期間に２

年を加えた年数を超えることができないものとする。 

第 ７ 条 本大学院に置く博士後期課程の修業年限は、３年とする。 

２ 本研究科は、学生が職業を有している等の事情により、前項に規定する標準修業年限を超え
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て一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し、課程を修了することを希望する旨を申し出

たときは、学長の承認を得て、その計画的な履修を認めることができる。 

３ 本大学院には休学期間を除いて６年を超えて在学することができない。ただし、前項の規定

により、長期にわたる教育課程の履修を認められた者の在学期間は、その認められた期間に３

年を加えた年数を超えることができないものとする。 

第 ３ 章 学年、学期及び休業日 

（学  年） 

第 ８ 条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（学  期） 

第 ９ 条 学年を分けて、次の２学期とする。 

(1) 前期 ４月１日から９月３０日まで 

(2) 後期 10月１日から３月３１日まで 

（休 業 日） 

第１０条 学年中定期休業日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 「国民の祝日に関する法律」（昭和２３年法律第１７８号）に定める休日 

(3) 創立記念日 １０月２７日 

(4) 夏期休業日 ８月５日から９月１５日まで 

(5) 冬期休業日 １２月２１日から翌年１月１０日まで 

(6) 春期休業日 ３月２１日から３月３１日まで 

２ 必要がある場合、学長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。 

３ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

第 ４ 章 入学、退学、留学及び休学 

（入学の時期） 

第１１条 本大学院の入学の時期は、学年の始めとする。 

（入学の資格） 

第１２条 本研究科修士課程に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 学校教育法（昭和２２年法律第26号）第８３条の大学（以下「大学」という。）を卒業し

た者 

(2) 学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

(3) 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外

国の学校教育における１６年の課程を修了した者 

(5) 学校教育法施行規則(昭和２２年文部省令第１１号)第１５５条第１項第４号又は５号の規

定により文部科学大臣が指定した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があ

ると認めた者で、２２歳に達した者 

第１３条 本研究科博士後期課程に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 修士の学位または専門職学位を有する者、および入学の前年度末までに取得見込みの者。 

(2) 外国において、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者、および入学

の前年度末までに取得見込みの者。 

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位または

専門職学位に相当する学位を授与された者、および入学の前年度末までに取得見込みの者。 

(4) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい

て位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修し、

修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者、および入学の前年度末までに

取得見込みの者。 

(5) 国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法に基づ

き設立された国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者、お

よび入学の前年度末までに取得見込みの者。 
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(6) 文部科学大臣の指定した者。 

(7) 本大学院において、個別の出願資格審査により、修士の学位または専門職学位を有する者

と同等以上の学力があると認めた者で、入学時に満24歳に達する者。 

（入学の出願） 

第１４条 本大学院に入学を志願する者は、本大学院所定の入学願書に所定の入学検定料及び別に定め

る書類を添えて願い出なければならない。 

２ 提出の時期、方法、提出すべき書類等については別に定める。 

（入学者の選考） 

第１５条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考を行う。 

（入学手続及び入学の許可） 

第１６条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、本大学院所定の書

類を提出するとともに、所定の入学金等を納付しなければならない。 

２ 入学手続きの際に、保証人を届け出るものとする。 

３ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（転入学、再入学等） 

第１７条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者で、本大学院に入学することを志願する者がある

ときは、欠員のある場合に限り、選考により、相当年次に入学を許可することができる。 

(1) 他の大学院に在学している者 

(2) 本大学院を退学し、又は除籍された者で、復学の意思のある者 

２ 前項の選考に関し必要な事項は、学長が別に定める。 

３ 第１項の規定により入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並び

に在学すべき年数については、学長が決定する。 

（留  学） 

第１８条 外国の大学院等で修学することを志願する者は、学長に届け出て留学することができる。 

２ 前項の規定により留学して修得した単位の取扱いについては学長が定める。 

３ 第１項の規定により留学した期間は、第４条に規定する在学期間に算入することができる。 

（退  学） 

第１９条 病気その他のやむを得ない理由により退学しようとする者は、学長の許可を受けなければな

らない。 

（休  学） 

第２０条 疾病その他やむを得ない理由により、引き続き２か月以上修学することができない者は、学

長に届け出て休学することができる。 

２ 疾病を理由とする休学届には医師の診断書を添付しなければならない。 

３ 学長は、疾病その他の理由により修学することが適当でないと認められる者に対して、休学

を命ずることができる。 

（休学の期間） 

第２１条 休学の期間は、１年を超えることができない。ただし、特別の理由があると認める場合は、

引き続き更に１年まで延長することができる。 

２ 休学の期間は、通算して２年を超えることができない。 

３ 休学の期間は、第６条第３項及び第７条第３項の在学年限に算入しない。 

（復  学） 

第２２条 休学期間が満了した者は、学長の許可を得て、復学することができる。 

２ 休学期間中にその理由が消滅した者は、学長の許可を得て、復学することができる。 

（転  学） 

第２３条 本大学院から他の大学院に転学しようとする者は学長に届け出なければならない。 

（除  籍） 

第２４条 次の各号のいずれかに該当する者があるときは、学長が除籍する。 

(1) 第６条第３項及び第７条第３項に定める在学年限を超えた者 

(2) 第２１条第２項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

(3) 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

(4) 行方不明となった者 

(5) 死亡した者 
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第 ５ 章 教育課程、履修方法等 

（授業及び研究指導） 

第２５条 本大学院における教育は、授業科目の授業及び修士論文の作成等に対する指導（以下「研究

指導」という。）によって行うものとする。 

２ 前項の授業を、多様なメディアを利用して行う必要があるときは、あらかじめ指定した日時

に、パーソナルコンピュータその他双方向の通信手段により行うことができる。  

３ 前項の授業は、教室等以外の場所で行うことができる。 

４ 第２項の授業を実施する授業科目については、別に定める。 

  

（授業科目） 

第２６条 授業科目については、別表第１及び別表第２に定める。 

（履修単位） 

第２７条 本研究科修士課程の学生は、所定の期間に授業科目のうち３２単位以上履修しなければなら

ない。 

２ 本研究科博士後期課程の学生は、所定の期間に授業科目のうち２０単位以上履修しなければ

ならない。 

３ 第１項及び第２項に定めるほか、授業科目の履修方法及び単位認定等に関し必要な事項は、

別に定める。 

（単位の基準） 

第２８条 授業科目の単位は、次の各号に定めるとおりとする。 

(1) 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で学長が定める時間の授業を

もって１単位とする。 

(2) 実験及び実習については、３０時間から４５時間までの範囲で学長が定める時間の授業を

もって１単位とする。 

２ 前項の規定に関わらず、特別研究等の授業科目については、これに必要な学修などを考慮し

て、時間数を定める。 

（単位の認定） 

第２９条 授業科目の単位認定は、試験の成績又は研究の報告などにより科目担当者が行い、合格した

科目については所定の単位を与える。 

 （学修の評価） 

第３０条 試験等の評価はＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄをもって表わし、Ｃ以上を合格とする。 

（他大学大学院における授業科目の履修等） 

第３１条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学院との協議に基づき学生が当該他大学院にお

いて履修した授業科目について修得した単位を１５単位を限度として本大学院における授業

科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定は、学生が外国の大学院に留学する場合に準用する。 

（入学前既修単位等の認定） 

第３２条 学生が本大学院に入学する以前に大学院又は他の大学院（外国の大学院を含む）において履

修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む）を学長が教

育上有益と認めるときは、１５単位を限度として本大学院における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。 

２ 前項により認定できる単位数は、前条において本大学院において修得したものと認定する単

位数と合わせて２０単位を超えないこととする。 

第 ６ 章 課程の修了及び学位授与 

（修了の要件） 

第３３条 学長は、本研究科修士課程の修了要件として、本大学院に２年以上在学し、第２７条第１項

に定める単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、本大学院の行う修士論文の審査

及び最終試験に合格した者に対し、修士課程の修了を認定する。 

２ 学長は、本研究科博士後期課程の修了要件として、本大学院に３年以上在学し、第２７条第

２項に定める単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、本大学院の行う博士論文の

審査及び最終試験に合格した者に対し、博士後期課程の修了を認定する。 

３ 学位を授与するための論文審査、最終試験等の実施に必要な事項については、別に定める。 
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（学  位） 

第３４条 学長は、前条第１項の規定により修士課程の修了を認定した者に対し、修士（保健医療学）

の学位を授与する。 

２ 学長は、前条第２項の規定により博士後期課程の修了を認定した者に対し、博士（保健医療

学）の学位を授与する。 

第 ７ 章 検定料、入学金、授業料及びその他の費用 

（検定料などの金額） 

第３５条 検定料、入学金及び授業料の額は、別表第３に定めるとおりとする。 

（検定料、入学金及び授業料） 

第３６条 学生、科目等履修生、特別聴講学生、研究生及び外国人留学生は、授業料等を別表第３に定

める期日までに納めねばならない。ただし、特別の事情があると認められる者は、延納を認め

ることがある。 

２ 退学、停学、休学及び復学の場合の授業料等と納付した授業料等については、大学学則第３

５条から第３９条までの規定を準用する。 

第 ８ 章 運営組織 

  

（大学運営会議） 

第３７条 この規則に定めるもののほか、本大学院の内部質保証及び管理運営に関する重要な事項は、

学長が別に定める大学運営会議において審議する。 

（大学院教授会） 

第３８条 研究科における教育研究上の重要な事項を審議するため、大学院教授会を置く。 

２ 大学院教授会は研究科長及び研究科の教授をもって組織する。 

３ 前項の規定にかかわらず、研究科長が必要と認めたときは、大学院教授会に、その他の教職

員を加えることができる。 

４ その他、必要のあるときは、研究科長は、大学院教授会の構成員以外の者に対して、大学院

教授会の会議に出席し、意見を陳述させることができる。 

５ 学長は、教育研究に関する次の各号に掲げる事項について決定を行うに当たり、大学院教授

会の意見を聴くものとする。 

(1) 学生の入学及び課程の修了 

(2) 学位の授与 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして学長が定めるもの 

６ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項について、

意見を述べることができる。 

７ 教授会は、第５項に規定するもののほか、学長の指示する事項に対し、速やかに意見を述べ

なければならない。 

８ 本条に規定するもののほか、大学院教授会に関し必要な事項は、学長が別に定める。 

（研究科長） 

第３９条 本大学院に研究科長を置く。 

２ 研究科長は、学長の命を受け、研究科内の教育及び研究に関する校務をつかさどる。 

（副研究科長） 

第４０条 本大学院に必要に応じて副研究科長を置くことができる。 

第 ９ 章 科目等履修生、特別聴講学生、外国人留学生及び研究生 

（科目等履修生） 

第４１条 学長は、本大学院の一又は複数の授業科目の履修を志願する者があるときは、科目等履修生

として許可することができる。 

２ 科目等履修生には、単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生の学費は別表第４のとおりとする。 

４ 前２項に規定するもののほか、科目等履修生に必要な事項は、別に定める。 

（特別聴講学生） 

第４２条 学長は、他の大学院の学生で本大学院の一又は複数の授業科目の履修を志願する者があると
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きは、当該大学院との協議に基づき、特別聴講学生として許可することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、特別聴講学生に必要な事項は、別に定める。 

（外国人留学生） 

第４３条 学長は、外国人で、大学院において教育を受ける目的をもって入国し、本大学院に入学する

ことを志願するものがあるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することができ

る。 

２ 前項に規定するもののほか、外国人留学生に必要な事項は、別に定める。 

（研 究 生） 

第４４条 学長は、本大学院以外の者で本大学院において特定の専門事項について研究しようとする者

があるときは、本大学院の教育又は研究に支障のない限り、選考の上、研究生として許可する

ことができる。 

２ 研究生の研究期間は、原則として１年以内とする。 

３ 前項の研究期間を超えて、なお研究を継続しようとする場合は、事情により許可することが

できる。 

４ 前３項に規定するもののほか、研究生に必要な事項は、別に定める。 

第１０章 賞  罰 

（表  彰） 

第４５条 学長は、表彰に値する行為のあったときは、その者を表彰することができる。 

（懲  戒） 

第４６条 学長は、この規則その他本大学院の定める諸規程に違反し、又は学生としての本分に反する

行為をした学生を懲戒することができる。 

２ 懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学力劣等で成業の見込みのないと認められる者 

(3) 正当な理由なくして出席が常でない者 

(4) 本大学院の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

４ 学生の懲戒に関して必要な事項は別に定める。 

  

附  則 

１．この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

  

附  則 

１．この学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

  

附  則 

１．この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２．保健医療学研究科鍼灸学専攻は、この学則による改正後の関西医療大学大学院学則（以下「新学

則」という。）第２条の規定にかかわらず、平成２３年３月３１日に当該専攻に在学する者が、当

該専攻に在学しなくなる日までの間、存続するものとする。 

この場合において、当該専攻に在学する者に係る教育課程その他の修了に係る要件及び学位は、

新学則の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

  

附  則 

１．この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

  

附  則 

１．この学則は平成２９年４月１日から施行する。 

２．改正後の別表第１（授業科目）の規定は、平成２９年４月１日以降の１年次入学者から適用する。

ただし、改正後の別表第１に掲げる授業科目のうち、学長が特に必要と認めた授業科目については、

平成２８年度以前の入学者に対しても履修することを認めることがある。 
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附  則 

  １．この学則は令和３年４月１日から施行する。 

  

附  則 

  １．この学則は令和４年１０月１日から施行する。 

  

附  則 

 １．この学則は令和６年４月１日から施行する。 
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資料3

大学名
研究科名

（博士後期課程）
専攻 定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

入学定員
充足率

京都橘大学
健康科学研究科
博士後期課程

健康科学 3 7 6 4 3 1.00

森ノ宮医療大学
保健医療学研究科
博士後期課程

医療科学 2 2 2 2 2 1.00

神戸学院大学
総合リハビリテーション研究科
博士後期課程

医療リハビリテー
ション学

3 8 8 8 8 2.66

畿央大学
健康科学研究科
博士後期課程

健康科学 5 10 10 10 10 2.00

競合校の入学試験の状況(令和4年度）
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資料4

進学者数(人)

4

1

4

1

1

11

鈴鹿医療科学大学大学院

総　　数

関西医療大学大学院修了生の博士課程への進学者数

大学院名称

金沢大学大学院

三重大学大学院

青森県立保健大学大学院

日本医科大学大学院
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資料5

大学名
研究科名

（博士後期課程）
専攻 定員 入学金 授業料（年額） その他 初年次合計

鈴鹿医療科学大学
医療科学研究科
博士後期課程

医療科学 5 200,000 680,000 ー 880,000

京都橘大学
健康科学研究科
博士後期課程

健康科学 3 200,000 400,000 125,000 725,000

明治国際医療大学
鍼灸学研究科
博士後期課程

鍼灸学 4 300,000 800,000 ー 1,100,000

大阪電気通信大学
医療福祉工学研究科
博士後期課程

医療福祉工学 5 100,000 1,050,000 ー 1,150,000

関西福祉科学大学
社会福祉学研究科
博士後期課程

臨床福祉学 3 200,000 700,000 100,000 1,000,000

森ノ宮医療大学
保健医療学研究科
博士後期課程

医療科学 2 300,000 700,000 ー 1,000,000

神戸学院大学
総合リハビリテーション研究科
博士後期課程

医療リハビリ
テーション学

3 200,000 506,000 154,000 860,000

畿央大学
健康科学研究科
博士後期課程

健康科学 5 190,000 500,000 250,000 940,000

関西医療大学
保健医療学研究科
博士後期課程（仮称）

保健医療学 3 300,000 600,000 ー 900,000

競合校との学生納付金比較
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資料 6-1 
                       令和４年７月１１日 
 
〇     〇 
 臨床検査 臨床実習責任者 様 
 
 
                          関西医療大学 
                           学   長  吉 田 宗 平 
                           大学院科長  鈴 木 俊 明 

 
 

 
大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート調査について（ご依頼） 
 
 
謹啓 
時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
平素は、本学学生に対する臨床実習に関しまして、多大なるご指導ならびにご高配を賜

り、厚く御礼申し上げます。 
さて、本学では令和６年４月の開設を目標に、保健医療分野においてリーダーとなれる

高度な主導的臨床専門職および研究者を養成することを目的として、大学院博士後期課程
の設置申請に向けた準備を進めております。 
この度、設置申請に当たって必要な「大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート

調査」を実施することといたしました。 
つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、本学学生の臨床実習をご指

導いただいている先生方（理学療法士・作業療法士・臨床検査技師等）に、下記のとおり

本アンケート調査にご協力を賜りたくお願い申し上げます。 
アンケート調査結果は、設置申請に当たっての統計資料としてのみ活用するものであり、

個人を特定することや他の目的に使用することは一切ありません。 
本アンケート調査にご理解を賜り、何卒ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

 
謹白 

記 
 

 １．ご送付資料 
  ・関西医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程の設置構想（概要） 

・大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート調査について（ご依頼） 
〔アンケート調査用紙添付〕 

  ・関西医療大学 大学院（修士課程）学校案内 2023 
 ２．アンケート調査ご回答期限  

令和４年９月１２日（月） 
３．調査対象者 

臨床実習指導者３名程度（理学療法士、作業療法士、臨床検査技師等）  
  
 

<担 当> 関西医療大学 事務局 教学部（野口） 
            〒590-0482 大阪府泉南郡熊取町若葉 1-11-1 

      TEL：072-453-8251（代表） /  E-mail：noguchi@kansai.ac.jp         
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資料 6-2     
                               令和４年７月１１日 

〇      〇 

〇      〇病院 

 院長 〇    〇 様 

   

 

関西医療大学 
                           学   長  吉 田 宗 平 
                           大学院科長  鈴 木 俊 明 

 
 
 

大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート調査について（ご依頼） 
 

 

謹啓 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、本学の運営につきましては、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本学では令和６年４月の開設を目標に、保健医療分野においてリーダーとなれる

高度な主導的臨床専門職および研究者を養成することを目的として、大学院博士後期課程

の設置申請に向けた準備を進めております。 

この度、設置申請に当たって必要な「大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート

調査」を実施することといたしました。 

つきましては、貴院の医療従事者（臨床実習指導者：理学療法士・作業療法士・臨床検

査技師等）の先生方に、下記のとおり本アンケート調査にご協力を賜りたくお願い申し上

げます。 

アンケート調査結果は、設置申請に当たっての統計資料としてのみ活用するものであり、

個人を特定することや他の目的に使用することは一切ありません。 

本アンケート調査にご理解を賜り、何卒ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

なお、貴院の医療従事者様には、別途アンケート用紙を送付させていただきますことを

併せてお願い申し上げます。 

謹白 

記 

 

 １．ご送付資料 

  ・関西医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程の設置構想（概要） 

・大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート調査について（ご依頼） 

〔アンケート調査用紙添付〕 

  ・関西医療大学 大学院（修士課程）学校案内 2023 

 ２．アンケート調査ご回答期限  

令和４年９月１２日（月） 

３．調査対象者 

貴院の医療従事職員３名程度（理学療法士、作業療法士、臨床検査技師等）  

 

<担 当> 関西医療大学 事務局 教学部（野口） 

            〒590-0482 大阪府泉南郡熊取町若葉 1-11-1 

       

TEL：072-453-8251（代表） /  E-mail:noguchi@kansai.ac.jp                         
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資料 6-3 
                               令和４年７月１１日 

 

〇     〇 

 理事長 〇   〇 様 

   

 

関西医療大学 
                           学   長  吉 田 宗 平 
                           大学院科長  鈴 木 俊 明 

 
 
 

大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート調査について（ご依頼） 
 

 

謹啓 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、本学の運営につきましては、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本学では令和６年４月の開設を目標に、保健医療分野においてリーダーとなれる

高度な主導的臨床専門職および研究者を養成することを目的として、大学院博士後期課程

の設置申請に向けた準備を進めております。 

この度、設置申請に当たって必要な「大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート

調査」を実施することといたしました。 

つきましては、貴院の医療従事者（臨床実習指導者：理学療法士・作業療法士・臨床検

査技師等）の先生方に、下記のとおり本アンケート調査にご協力を賜りたくお願い申し上

げます。 

アンケート調査結果は、設置申請に当たっての統計資料としてのみ活用するものであり、

個人を特定することや他の目的に使用することは一切ありません。 

本アンケート調査にご理解を賜り、何卒ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

なお、貴院の医療従事者様には、別途アンケート用紙を送付させていただきますことを

併せてお願い申し上げます。 

謹白 

記 

 

 １．ご送付資料 

  ・関西医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程の設置構想（概要） 

・大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート調査について（ご依頼） 

〔アンケート調査用紙添付〕 

  ・関西医療大学 大学院（修士課程）学校案内 2023 

 ２．アンケート調査ご回答期限  

令和４年９月１２（月） 

３．調査対象者 

貴院の医療従事職員３名程度（理学療法士、作業療法士、臨床検査技師等）  

 

<担 当> 関西医療大学 事務局 教学部（野口） 

            〒590-0482 大阪府泉南郡熊取町若葉 1-11-1 

       

TEL：072-453-8251（代表） /  E-mail:noguchi@kansai.ac.jp                         
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資料 6-4 

関西医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程（設置構想中） 

大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート調査（お願い） 

現在、関西医療大学大学院では、令和６年４月の開設を目標に、保健医療分野において
リーダーとなれる高度な主導的臨床専門職および研究者を養成することを目的として、大
学院博士後期課程の設置申請に向けた準備を進めております。 
この度、設置申請に当たって必要な「大学院博士後期課程入学意向に関するアンケート

調査」を実施することといたしました。 
つきましては、ご多忙のところ誠に恐縮ではございますが、本学大学院生及び修了生の

方々（理学療法士・作業療法士・臨床検査技師等）に、下記のとおり本アンケート調査に
ご協力を賜りたくお願い申し上げます。 
アンケート調査結果は、設置申請に当たっての統計資料としてのみ活用するものであり、

個人を特定することや他の目的に使用することは一切ありません。 

本アンケート調査にご理解を賜り、何卒ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

◆ 恐れ入りますが、該当する項目に〇印をお願い申し上げます。

回答期限：９月１２日（月） 

問 1：対象者 

1. 関西医療大学大学院修士課程の在学生

2. 関西医療大学大学院修士課程の修了者

3. 関西医療大学在学生（4 年生）

問 2：年齢 

1. 20 代

2. 30 代

3. 40 代

4. 50 代

5.その他

問 3：住所 

1. 大阪市内

2. 大阪府（大阪市以外）

3. 関西圏（大阪府以外）

4. その他（ ） 
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問 4.：有する資格（見込みを含む）  

1. 理学療法士 

2. 作業療法士 

3. 臨床検査技師 

4. はり師・きゅう師 

5. 柔道整復師 

6. 看護師 

7. その他（        ） 

 

問 5：博士の学位への興味・関心  

1. 大いにある 

2. 少しある 

3. 全くない 

4. 現時点ではわからない 

 

 

問 6：関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心  

1. 大いに興味・関心がある 

2. 興味・関心がある 

3. あまり興味・関心がない 

4. 全く興味・関心がない 

 

 

問 7：問 6 で 1 又は 2 と答えた方へ  関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由  

1. 専門家として高度な知識・技術を身につけたいから 

2. 新しい視点からの研究ができそうだから 

3. 将来、教育者、研究者になりたいから 

4. 保健医療学はもともと興味のある研究分野だから 

5. 保健医療学は社会の必要性に合致する研究分野だから 

 

 

問 8：関西医療大学大学院博士後期課程の入学意向  

1. 入学を希望する 

2. 将来の入学先の対象となりえる 

3. 入学先としては考えない 

4. わからない 

 質問は以上となります、ご協力誠にありがとうございました。            
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資料 6-5 

関西医療大学大学院 保健医療学研究科 

博士後期課程入学意向に関するアンケート調査 

                                

                         回答期限：９月１２日（月） 

◆ 恐れ入りますが、該当する項目に〇印をお願い申し上げます。  

 

問 1.[現在の所属] 

1. 病院 

2. 診療所・クリニック 

3. 介護保健施設・福祉施設 

4. 施術所（鍼灸院、整骨院、鍼灸整骨院 デイサービス 等） 

5. その他（               ） 

 

問 2.[累計勤務年数] 

1. 2 年未満 

2. 2～4 年 

3. 5～9 年 

4. 10～14 年 

5. 15～19 年 

6. 20 年以上 

7. 経験なし   

 

問 3.[年齢] 

1. 20 代 

2. 30 代 

3. 40 代 

4. 50 代 

5. その他（     ） 

 

問 4.[住所] 

1. 大阪市内 

2. 大阪府（大阪市以外） 

3. 関西圏（大阪府以外） 

4. その他（        ） 
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問 5.[有する資格] 

1. 理学療法士 

2. 作業療法士 

3. 臨床検査技師 

4. はり師・きゅう師 

5. 柔道整復師 

6. 看護師 

7. その他（        ） 

 

問 6.[最終学歴] 

1. 学士（大学卒業） 

2. 学士（大学卒業見込み） 

3. 修士（修士課程修了） 

4. 修士（修士課程修了見込み） 

5. その他（専門学校など） 

 

問 7.[博士の学位への興味・関心] 

1. 大いにある 

2. 少しはある 

3. 全くない 

4. わからない 

 

問 8.[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心] 

1. 大いに興味・関心がある 

2. 興味・関心がある 

3. あまり興味・関心がない 

4. 全く興味・関心がない 

 

 

問 9.問 8 で 1 又は 2 と答えた方へ [関西医療大学大学院博士後期課程について] 

1. 入学を希望する 

2. 将来の入学先の対象となりえる 

3 入学先として考えない 

4 わからない 

 

 

－08₋学生確保（資料）－27－



問 10.問 9 で 1 又は 2 と答えた方へ  

[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由] 

 

1. 専門家として高度な知識・技術を身につけたいから 

2. 新しい視点からの研究ができそうだから 

3. 保健医療学はもともと興味のある研究分野だから 

4. 保健医療学は社会の必要性に合致する研究分野だから 

5. 業務を遂行するうえで、今の自分知識や能力では不十分と考えているから 

  

問 11.関西医療大学大学院博士後期課程（設置構想中）に対して、期待される点やご要望 

がありましたらご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

質問は以上となります、ご協力誠にありがとうございました。 

－08₋学生確保（資料）－28－



資料7-1

関西医療大学大学院「博士後期課程入学意向に関するアンケート調査」
（仮称）

結果報告書
（医療従事者対象調査）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年１０月
株式会社日本創造教育研究所

－08₋学生確保（資料）－29－



【医療従事者】

選択項目 回答数（人） 構成比
１.病院 237 70.7%
２.診療所・クリニック 28 8.4%
３.介護保健施設・福祉施設 60 17.9%
４.施術所（鍼灸、整骨院、鍼灸整骨院、ディサービス等） 5 1.5%
５.その他 5 1.5%
（無回答2人） 335

入学意向に関するアンケート調査　集計結果(医療従事者）

「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。よって、合計は必ずしも100％と一致しない。

問１．[現在の所属]

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1

2

3

4

5

問１.現在の所属

－08₋学生確保（資料）－30－



選択項目 回答数（人） 構成比
１.2年未満 1 0.3%
２.2～4年 29 8.9%
３.5～9年 101 31.0%
４.10～14年 87 26.7%
５.15～19年 56 17.2%
６.20年以上 52 16.0%
７.経験なし 0 0.0%
（無回答11人） 326

選択項目 回答数 構成比
１.20代 92 27.3%
２.30代 126 37.4%
３.40代 95 28.2%
４.50代 22 6.5%
５.その他 2 0.6%

337

問2．[累計勤務年数]

問３．[年齢]

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

1

2

3

4

5

6

7

問2.累計勤務年数

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

1

2

3

4

5

問3.年齢

－08₋学生確保（資料）－31－



選択項目 回答数 構成比
１.大阪市内 28 8.3%
２.大阪府（大阪市以外） 142 42.1%
３.関西圏（大阪府以外） 148 43.9%
４.その他 19 5.6%

337

選択項目 回答数 構成比
１.理学療法士 150 44.5%
２.作業療法士 150 44.5%
３.臨床検査技師 36 10.7%
４.はり師・きゅう師 1 0.3%
５.柔道整復師 0 0.0%
６.看護師 0 0.0%
７.その他 0 0.0%

337

問４．[住所]

問５．[有する資格]

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1

2

3

4

問4.住所

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1

2

3

4

5

6

7

問5.有する資格

－08₋学生確保（資料）－32－



選択項目 回答数 構成比
１.学士（大学卒業） 148 43.9%
２.学士（大学卒業見込み） 3 0.9%
３.修士（修士課程修了） 25 7.4%
４.修士（修士課程修了見込み） 7 2.1%
５その他 154 45.7%

337

選択項目 回答数 構成比
１.大いにある 22 6.5%
２.少しはある 118 35.1%
３.全くない 135 40.2%
４.わからない 61 18.2%
（無回答1人） 336

問６．[最終学歴]

問７．[博士の学位への興味・関心]

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1

2

3

4

5

問6.最終学歴

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1

2

3

4

問7.博士の学位への興味・関心

－08₋学生確保（資料）－33－



選択項目 回答数 構成比
１.大いに興味・関心がある 5 1.5%
２.興味・関心がある 60 17.9%
３.あまり興味・関心がない 198 59.1%
４.全く興味・関心がない 72 21.5%
（無回答2人） 335

問９．[関西医療大学大学院博士後期課程について]（問８で１又は２と答えた方へ）
選択項目 回答数 構成比

１.入学を希望する 0 0.0%
２.将来の入学先の対象となりえる 36 56.3%
３.入学先として考えない 9 14.1%
４.わからない 19 29.7%
（無回答1人） 64

問８．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心]

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

1

2

3

4

問8.関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1

2

3

4

問9.関西医療大学大学院博士後期課程について

－08₋学生確保（資料）－34－



問１０．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由]

選択項目 回答数 構成比
１.専門家として高度な知識・技術を身につけたいから 23 63.9%
２.新しい視点からの研究ができそうだから 10 27.8%
３.保健医療学はもともと興味のある研究分野だから 9 25.0%
４.保健医療学は社会の必要性に合致する研究分野だから 2 5.6%
５.業務を遂行するうえで、今の自分知識や能力では不十分と考えているから 8 22.2%

36

問１１．自由記述　[期待される点やご要望]
・仕事と併行できる環境設定に期待しています。
・地域の病院等で働く理学療法士等が働きながら大学院博士後期課程にて研究が出来ることが良いと思います。
・これから理学療法士の将来を担う職員がデータに基づいてリハビリテーションを展開するために高度な知識・技術
が必要だと考えます。
・リハビリが広く認知され、必要とされる研究成果を期待します。

（問９で１又は２と答えた方へ）（複数回答　可）

・定員数の増加や研究項目の広がり、研究環境が整えば嬉しく思います。
・休日・夜間の開講を希望します。

・臨床のニーズを吸い上げ、研究開発に築き上げられるような仕組みがあれば良いと思います。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

1

2

3

4

5

問１０．関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由
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資料7-2

関西医療大学大学院「博士後期課程入学意向に関するアンケート調査」
（仮称）

結果報告書
（修了生対象調査）

 

 
 
 

令和４年１０月
株式会社日本創造教育研究所

－08₋学生確保（資料）－36－



【修了生】

選択項目 回答数 構成比

１.20代 9 20.5%

２.30代 19 43.2%

３.40代 9 20.5%

４.50代 5 11.4%

５.その他 2 4.5%

44

選択項目 回答数 構成比

１.大阪市内 5 11.4%

２.大阪府（大阪市以外） 23 52.3%

３.関西圏（大阪府以外） 10 22.7%

４.その他 6 13.6%

44

入学意向に関するアンケート調査　集計結果(修了生）
「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入

問２．[年齢]

問３．[住所]

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1

2

3

4

5

問２．年齢

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1

2

3

4

問３．住所
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選択項目 回答数 構成比

１.理学療法士 19 43.2%

２.作業療法士 1 2.3%

３.臨床検査技師 1 2.3%

４.はり師・きゅう師 22 50.0%

５.柔道整復師 0 0.0%

６.看護師 0 0.0%

７.その他 1 2.3%

44

選択項目 回答数 構成比

１.大いにある 17 38.6%

２.少しはある 14 31.8%

３.全くない 5 11.4%

４.現時点ではわからない 8 18.2%

44

問５．[博士の学位への興味・関心]

問４．[有する資格]（見込みを含む）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1

2

3

4

5

6

7

問４．有する資格]見込みを含む）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1

2

3

4

問５．博士の学位への興味・関心

－08₋学生確保（資料）－38－



選択項目 回答数 構成比

１.大いに興味・関心がある 10 23.8%

２.興味・関心がある 20 47.6%

３.あまり興味・関心がない 6 14.3%

４.全く興味・関心がない 6 14.3%

（無回答2人） 42

問７．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由]

選択項目 回答数 構成比

１.専門家として高度な知識・技術を身につけたいから 16 53.3%

２.新しい視点からの研究ができそうだから 3 10.0%

３.将来、教育者、研究者になりたいから 5 16.7%

４.保健医療学はもともと興味のある研究分野だから 3 10.0%

５.保健医療学は社会の必要性に合致する研究分野だから 3 10.0%

30

問６．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心]

（問６で１又は２と答えた方へ）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1

2

3

4

問６．関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1

2

3

4

5

問７．関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由

－08₋学生確保（資料）－39－



問８．[関西医療大学大学院博士後期課程の入学意向]

選択項目 構成比

１.入学を希望する 8 19.0%

２.将来の入学先の対象となりえる 10 23.8%

３.入学先として考えない 14 33.3%

４.わからない 10 23.8%

42

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

1

2

3

4

問８．[関西医療大学大学院博士後期課程の入

学意向]

－08₋学生確保（資料）－40－



資料7-3

関西医療大学大学院「博士後期課程入学意向に関するアンケート調査」
（仮称）

結果報告書
（修士在校生対象調査）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年１０月
株式会社日本創造教育研究所

－08₋学生確保（資料）－41－



【修士在校生】

選択項目 回答数 構成比

１.20代 12 75.0%

２.30代 1 6.3%

３.40代 0 0.0%

４.50代 1 6.3%

５.その他 2 12.5%

16

選択項目 回答数 構成比

１.大阪市内 2 12.5%

２.大阪府（大阪市以外） 7 43.8%

３.関西圏（大阪府以外） 2 12.5%

４.その他 5 31.3%

16

入学意向に関するアンケート調査　集計結果
「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入

問２．[年齢]

問３．[住所]

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1

2

3

4

問３．住所

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1

2

3

4

5

問２．年齢
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選択項目 回答数 構成比

１.理学療法士 7 43.8%

２.作業療法士 2 12.5%

３.臨床検査技師 1 6.3%

４.はり師・きゅう師 5 31.3%

５.柔道整復師 1 6.3%

６.看護師 0 0.0%

７.その他 0 0.0%

16

選択項目 回答数 構成比

１.大いにある 8 50.0%

２.少しはある 6 37.5%

３.全くない 0 0.0%

４.現時点ではわからない 2 12.5%

16

問５．[博士の学位への興味・関心]

問４．[有する資格]（見込みを含む）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1

2

3

4

問５．博士の学位への興味・関心

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1

2

3

4

5

6

7

問４．有する資格（見込みを含む）
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選択項目 回答数 構成比

１.大いに興味・関心がある 3 18.8%

２.興味・関心がある 12 75.0%

３.あまり興味・関心がない 1 6.3%

４.全く興味・関心がない 0 0.0%

16

問７．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由]

選択項目 回答数 構成比

１.専門家として高度な知識・技術を身につけたいから 3 20.0%

２.新しい視点からの研究ができそうだから 1 6.7%

３.将来、教育者、研究者になりたいから 8 53.3%

４.保健医療学はもともと興味のある研究分野だから 0 0.0%

５.保健医療学は社会の必要性に合致する研究分野だから 3 20.0%

15

問６．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心]

（問６で１又は２と答えた方へ）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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5

問７．関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%
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問６．関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心
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問８．[関西医療大学大学院博士後期課程の入学意向]

選択項目 回答数 構成比

１.入学を希望する 1 6.3%

２.将来の入学先の対象となりえる 11 68.8%

３.入学先として考えない 3 18.8%

４.わからない 1 6.3%

16

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1

2

3

4

問８．関西医療大学大学院博士後期課程の入学意向

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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資料7-4

関西医療大学大学院「博士後期課程入学意向に関するアンケート調査」
（仮称）

結果報告書
（学部4年生対象調査）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年１０月
株式会社日本創造教育研究所

－08₋学生確保（資料）－46－



【学部4年生】

選択項目 回答数 構成比

１.20代 190 100.0%

２.30代 0 0.0%

３.40代 0 0.0%

４.50代 0 0.0%

５.その他 0 0.0%

190

選択項目 回答数 構成比

１.大阪市内 20 10.5%

２.大阪府（大阪市以外） 103 54.2%

３.関西圏（大阪府以外） 63 33.2%

４.その他 4 2.1%

190

入学意向に関するアンケート調査　集計結果
「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入

問２．[年齢]

問３．[住所]

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1

2

3

4

問３．住所

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%
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問２．年齢
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選択項目 回答数 構成比

１.理学療法士 54 28.4%

２.作業療法士 41 21.6%

３.臨床検査技師 62 32.6%

４.はり師・きゅう師 31 16.3%

５.柔道整復師 0 0.0%

６.看護師 0 0.0%

７.その他 2 1.1%

190

選択項目 回答数 構成比

１.大いにある 6 3.2%

２.少しはある 47 24.7%

３.全くない 65 34.2%

４.現時点ではわからない 72 37.9%

190

問５．[博士の学位への興味・関心]

問４．[有する資格]（見込みを含む）
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問５．博士の学位への興味・関心
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問４．有する資格（見込みを含む）
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選択項目 回答数 構成比

１.大いに興味・関心がある 5 2.6%

２.興味・関心がある 43 22.6%

３.あまり興味・関心がない 98 51.6%

４.全く興味・関心がない 44 23.2%

190

問７．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由]

選択項目 回答数 構成比

１.専門家として高度な知識・技術を身につけたいから 29 61.7%

２.新しい視点からの研究ができそうだから 9 19.1%

３.将来、教育者、研究者になりたいから 8 17.0%

４.保健医療学はもともと興味のある研究分野だから 1 2.1%

５.保健医療学は社会の必要性に合致する研究分野だから 0 0.0%

（無回答1人） 47

問６．[関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心]

（問６で１又は２と答えた方へ）
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問７．関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心がある理由
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問６．関西医療大学大学院博士後期課程への興味・関心
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問８．[関西医療大学大学院博士後期課程の入学意向]

選択項目 回答数 構成比

１.入学を希望する 2 1.1%

２.将来の入学先の対象となりえる 32 17.1%

３.入学先として考えない 86 46.0%

４.わからない 67 35.8%

（無回答1人） 187

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%
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問８．関西医療大学大学院博士後期課程の入学意向
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【本件に関するお問い合わせ先】
株式会社リクルート リクルート進学総研

http://souken.shingakunet.com/

マーケットリポート

18歳人口予測
大学・短期大学・専門学校進学率
地元残留率の動向

近畿版 - 滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県 -

Vol.90
2021年4月号

【将来予測 2020～2032年】
18歳人口予測 P2～P4

・2020年195,001人→2032年165,603人（29,398人減少）
・減少率が高いのは、和歌山県（2020年比較24.1％減少）。
・減少数が多いのは、大阪府（2020年81,797人→2032年68,997人、12,800人減少）。

【経過推移 2011～2020年】
進学者数・進学率（現役）の推移 P5～P10
進学者数
・大学は、2011年90,318人→2020年98,317人（7,999人増加）と、8.9％増加。
・短期大学は、2011年11,625人→2020年8,382人（3,243人減少）と、27.9％減少。
・専門学校は、2011年24,251人→2020年26,253人（2,002人増加）と、8.3％増加。
進学率（現役）
・大学は、2011年52.5％→2020年56.7％（4.2ポイント上昇）
・短期大学は、2011年6.8％→2020年4.8％（2.0ポイント低下）
・専門学校は、2011年14.1％→2020年15.1％（1.0ポイント上昇）

地元残留率の推移 P11～P13
・大学は、2011年44.7％→2020年46.3％（1.6ポイント上昇）
・短期大学は、2011年66.7％→2020年67.4％（0.7ポイント上昇）

概要(全体：府県別) P14～P16
■分析・データについて
① 18歳人口予測は、文部科学省「学校基本調査」より、以下の通り定義して算出した。

・ 18歳人口＝3年前の中学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者数と義務教育学校卒業者数

・ 中学校卒業者数＝高校生＋フリーター＋就職者 全て含む

② 表内の「年」に属する18歳とは、その年の3月に卒業を迎える高校3年生を指す。（年＝年度）

③ 表内の「指数」とは、グラフ開始年の値を100とおいた際の値を示す。

④ 卒業者数とは、高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)

⑤ 進学者数とは、高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校(※)に進学した数

⑥ 進学率(現役）とは、進学者数（大学・短期大学・専修学校専門課程(専門学校）)÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後

期課程）で算出した。

⑦ 残留率とは、自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内(地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）

⑧ 図表で利用している百分率(%)は、小数点第2位を四捨五入しているため、数値の和が100.0にならない場合がある。

※専門学校＝専修学校専門課程

資料9
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2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年

人数 195,001 190,286 185,626 181,639 175,501 179,248 179,159 178,700 174,848 174,490 171,960 168,797 165,603

指数 100.0 97.6 95.2 93.1 90.0 91.9 91.9 91.6 89.7 89.5 88.2 86.6 84.9

人数 14,535 14,328 14,028 13,783 13,317 13,796 13,731 13,895 13,720 13,728 13,505 13,341 13,183

指数 100.0 98.6 96.5 94.8 91.6 94.9 94.5 95.6 94.4 94.4 92.9 91.8 90.7

人数 23,646 23,145 22,738 22,376 22,199 22,510 22,283 21,618 21,103 21,098 20,758 20,154 20,092

指数 100.0 97.9 96.2 94.6 93.9 95.2 94.2 91.4 89.2 89.2 87.8 85.2 85.0

人数 81,797 79,549 77,446 75,864 72,803 74,401 74,532 74,254 72,937 72,650 71,491 70,406 68,997

指数 100.0 97.3 94.7 92.7 89.0 91.0 91.1 90.8 89.2 88.8 87.4 86.1 84.4

人数 52,305 51,482 49,960 49,121 47,250 48,284 48,330 49,380 48,000 48,254 47,520 46,478 45,542

指数 100.0 98.4 95.5 93.9 90.3 92.3 92.4 94.4 91.8 92.3 90.9 88.9 87.1

人数 13,435 12,973 12,847 12,367 12,025 12,314 12,289 11,604 11,477 11,255 11,120 11,059 10,746

指数 100.0 96.6 95.6 92.1 89.5 91.7 91.5 86.4 85.4 83.8 82.8 82.3 80.0

人数 9,283 8,809 8,607 8,128 7,907 7,943 7,994 7,949 7,611 7,505 7,566 7,359 7,043

指数 100.0 94.9 92.7 87.6 85.2 85.6 86.1 85.6 82.0 80.8 81.5 79.3 75.9

人数 1,167,348 1,141,140 1,121,285 1,097,416 1,062,870 1,089,970 1,092,118 1,086,573 1,070,466 1,068,289 1,049,877 1,034,548 1,023,963

指数 100.0 97.8 96.1 94.0 91.0 93.4 93.6 93.1 91.7 91.5 89.9 88.6 87.7

近畿

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

全国

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

（指数）
（18歳人口：人）

滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿=2020年を100とした値

■2020年195,001人→2032年165,603人（29,398人減少）

・近畿エリアは12年間で29,398人・15.1%減少し、全国の減少率12.3%を2.8ポイント上回る。
・2024年に175,501人まで減少し、2025年までに3,747人増加するが、その後再び減少に転じ
る。

・減少率が高いのは、和歌山県（2020年比較24.1％減少）。
・減少数が多いのは、大阪府（2020年81,797人→2032年68,997人、12,800人減少）。

18歳人口予測（全体：近畿：2020～2032年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」 －08₋学生確保（資料）－53－
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2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年

人数 99,916 97,759 94,884 92,654 90,139 91,405 91,598 91,180 89,400 89,365 87,474 86,344 84,450

指数 100.0 97.8 95.0 92.7 90.2 91.5 91.7 91.3 89.5 89.4 87.5 86.4 84.5

人数 7,501 7,406 7,242 6,994 6,897 7,181 7,052 7,096 6,960 7,140 6,867 6,770 6,828

指数 100.0 98.7 96.5 93.2 91.9 95.7 94.0 94.6 92.8 95.2 91.5 90.3 91.0

人数 11,922 11,769 11,502 11,266 11,311 11,419 11,313 11,001 10,852 10,831 10,606 10,366 10,303

指数 100.0 98.7 96.5 94.5 94.9 95.8 94.9 92.3 91.0 90.8 89.0 86.9 86.4

人数 42,130 40,870 39,470 38,756 37,343 37,803 38,057 38,160 37,245 37,148 36,388 35,993 35,218

指数 100.0 97.0 93.7 92.0 88.6 89.7 90.3 90.6 88.4 88.2 86.4 85.4 83.6

人数 26,674 26,500 25,482 25,018 24,293 24,642 24,845 25,061 24,458 24,716 24,224 23,792 23,079

指数 100.0 99.3 95.5 93.8 91.1 92.4 93.1 94.0 91.7 92.7 90.8 89.2 86.5

人数 7,017 6,745 6,818 6,422 6,232 6,326 6,255 5,809 5,957 5,719 5,653 5,669 5,441

指数 100.0 96.1 97.2 91.5 88.8 90.2 89.1 82.8 84.9 81.5 80.6 80.8 77.5

人数 4,672 4,469 4,370 4,198 4,063 4,034 4,076 4,053 3,928 3,811 3,736 3,754 3,581

指数 100.0 95.7 93.5 89.9 87.0 86.3 87.2 86.8 84.1 81.6 80.0 80.4 76.6

人数 597,205 583,713 573,645 560,512 543,634 557,059 559,274 555,232 547,718 547,476 536,276 528,879 523,471

指数 100.0 97.7 96.1 93.9 91.0 93.3 93.6 93.0 91.7 91.7 89.8 88.6 87.7
全国

奈良

和歌山

近畿

滋賀

京都

大阪

兵庫
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100,000

120,000

（指数）
（18歳人口：人）

滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿男子=2020年を100とした値

■2020年99,916人→2032年84,450人（15,466人減少）

・男子は12年間で15,466人・15.5%減少し、全国の減少率12.3%を3.2ポイント上回る。
・2024年に90,139人まで減少し、翌2026年に1,459人増加し、翌年から再び減少。
・減少率が高いのは、和歌山県（2020年比較23.4％減少）。
・減少数が多いのは、大阪府（2020年42,130人→2032年35,218人、6,912人減少）。

18歳人口予測（男子：近畿：2020～2032年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」 －08₋学生確保（資料）－54－



4

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年

人数 95,085 92,527 90,742 88,985 85,362 87,843 87,561 87,520 85,448 85,125 84,486 82,453 81,153

指数 100.0 97.3 95.4 93.6 89.8 92.4 92.1 92.0 89.9 89.5 88.9 86.7 85.3

人数 7,034 6,922 6,786 6,789 6,420 6,615 6,679 6,799 6,760 6,588 6,638 6,571 6,355

指数 100.0 98.4 96.5 96.5 91.3 94.0 95.0 96.7 96.1 93.7 94.4 93.4 90.3

人数 11,724 11,376 11,236 11,110 10,888 11,091 10,970 10,617 10,251 10,267 10,152 9,788 9,789

指数 100.0 97.0 95.8 94.8 92.9 94.6 93.6 90.6 87.4 87.6 86.6 83.5 83.5

人数 39,667 38,679 37,976 37,108 35,460 36,598 36,475 36,094 35,692 35,502 35,103 34,413 33,779

指数 100.0 97.5 95.7 93.5 89.4 92.3 92.0 91.0 90.0 89.5 88.5 86.8 85.2

人数 25,631 24,982 24,478 24,103 22,957 23,642 23,485 24,319 23,542 23,538 23,296 22,686 22,463

指数 100.0 97.5 95.5 94.0 89.6 92.2 91.6 94.9 91.8 91.8 90.9 88.5 87.6

人数 6,418 6,228 6,029 5,945 5,793 5,988 6,034 5,795 5,520 5,536 5,467 5,390 5,305

指数 100.0 97.0 93.9 92.6 90.3 93.3 94.0 90.3 86.0 86.3 85.2 84.0 82.7

人数 4,611 4,340 4,237 3,930 3,844 3,909 3,918 3,896 3,683 3,694 3,830 3,605 3,462

指数 100.0 94.1 91.9 85.2 83.4 84.8 85.0 84.5 79.9 80.1 83.1 78.2 75.1

人数 570,143 557,427 547,640 536,904 519,236 532,911 532,844 531,341 522,748 520,813 513,601 505,669 500,492

指数 100.0 97.8 96.1 94.2 91.1 93.5 93.5 93.2 91.7 91.3 90.1 88.7 87.8
全国

奈良

和歌山

近畿

滋賀

京都

大阪

兵庫
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（指数）（18歳人口：人）
滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿女子=2020年を100とした値

■2020年95,085人→2032年81,153人（13,932人減少）

・女子は12年間で13,932人・14.7%減少し、全国の減少率12.2%を2.5ポイント上回る。
・2024年に85,362人まで減少、翌2025年に2,481人増加した後、減少に転じる。
・減少率が高いのは、和歌山県（2020年比較24.9％減少）。
・減少数が多いのは、大阪府（2020年39,667人→2032年33,779人、5,888人減少）。

18歳人口予測（女子：近畿：2020～2032年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」 －08₋学生確保（資料）－55－
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

171,930 168,891 176,788 172,279 176,642 177,523 181,010 178,474 176,398 173,375

大学 90,318 89,088 92,259 90,952 94,972 96,659 98,287 96,866 96,658 98,317

進学者数 短期大学 11,625 10,636 10,843 10,374 10,384 9,876 9,906 9,124 8,578 8,382

近畿 専門学校 24,251 24,622 26,216 25,447 25,981 25,920 26,635 25,709 25,895 26,253

大学 52.5 52.7 52.2 52.8 53.8 54.4 54.3 54.3 54.8 56.7

進学率 短期大学 6.8 6.3 6.1 6.0 5.9 5.6 5.5 5.1 4.9 4.8

（現役） 専門学校 14.1 14.6 14.8 14.8 14.7 14.6 14.7 14.4 14.7 15.1

卒業者数
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進学率:現役

（％）

進学者数

（人）

全体_大学進学者数 全体_短期大学進学者数 全体_専門学校進学者数

全体_大学進学率(現役） 全体_短期大学進学率(現役） 全体_専門学校進学率(現役）

■10年で大学進学率が4.2ポイント上昇し、進学者数も7,999人増加する一方、
短期大学進学者数は3,243人減少。

進学者数
・大学は、2011年90,318人→2020年98,317人（7,999人増加）と、8.9％増加。
・短期大学は、2011年11,625人→2020年8,382人（3,243人減少）と、27.9％減少。
・専門学校は、2011年24,251人→2020年26,253人（2,002人増加）と、8.3％増加。
進学率（現役）
・大学は、2011年52.5％→2020年56.7％（4.2ポイント上昇）
・短期大学は、2011年6.8％→2020年4.8％（2.0ポイント低下）
・専門学校は、2011年14.1％→2020年15.1％（1.0ポイント上昇）

進学者数・進学率（現役）の推移（全体：近畿：2011～2020年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校※に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－56－
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

12,186 12,067 12,690 12,082 12,360 12,656 12,884 12,737 12,729 12,786

大学 6,110 6,025 6,250 5,951 6,011 6,168 6,405 6,170 6,271 6,521

進学者数 短期大学 957 890 887 793 850 787 799 782 697 702

滋賀 専門学校 1,805 1,799 2,082 1,965 2,049 2,114 2,171 2,137 2,148 2,113

大学 50.1 49.9 49.3 49.3 48.6 48.7 49.7 48.4 49.3 51.0

進学率 短期大学 7.9 7.4 7.0 6.6 6.9 6.2 6.2 6.1 5.5 5.5

（現役） 専門学校 14.8 14.9 16.4 16.3 16.6 16.7 16.9 16.8 16.9 16.5

22,529 22,220 23,240 22,250 22,966 22,813 23,480 23,074 23,240 22,541

大学 13,324 13,270 13,606 13,178 13,911 13,846 14,256 13,959 14,158 14,155

進学者数 短期大学 1,490 1,431 1,382 1,303 1,254 1,231 1,243 1,134 1,044 1,019

京都 専門学校 2,957 2,998 3,350 3,096 3,155 3,128 3,217 3,162 3,106 3,111

大学 59.1 59.7 58.5 59.2 60.6 60.7 60.7 60.5 60.9 62.8

進学率 短期大学 6.6 6.4 5.9 5.9 5.5 5.4 5.3 4.9 4.5 4.5

（現役） 専門学校 13.1 13.5 14.4 13.9 13.7 13.7 13.7 13.7 13.4 13.8

69,770 68,709 72,621 71,537 73,971 74,542 75,967 75,146 73,952 72,659

大学 35,936 35,406 37,004 37,040 39,169 40,561 40,882 40,461 40,096 41,060

進学者数 短期大学 5,040 4,563 4,799 4,640 4,657 4,385 4,368 4,139 3,886 3,749

大阪 専門学校 9,925 10,294 10,852 10,770 11,155 10,953 11,413 10,987 11,401 11,566

大学 51.5 51.5 51.0 51.8 53.0 54.4 53.8 53.8 54.2 56.5

進学率 短期大学 7.2 6.6 6.6 6.5 6.3 5.9 5.7 5.5 5.3 5.2

（現役） 専門学校 14.2 15.0 14.9 15.1 15.1 14.7 15.0 14.6 15.4 15.9

45,587 44,641 46,319 45,473 46,090 46,442 47,411 46,566 46,132 45,077

大学 24,562 24,234 25,084 24,839 25,625 25,773 26,442 26,118 26,046 26,108

進学者数 短期大学 2,725 2,457 2,452 2,326 2,330 2,296 2,267 2,035 1,983 2,012

兵庫 専門学校 6,161 6,249 6,553 6,364 6,399 6,418 6,606 6,145 6,198 6,336

大学 53.9 54.3 54.2 54.6 55.6 55.5 55.8 56.1 56.5 57.9

進学率 短期大学 6.0 5.5 5.3 5.1 5.1 4.9 4.8 4.4 4.3 4.5

（現役） 専門学校 13.5 14.0 14.1 14.0 13.9 13.8 13.9 13.2 13.4 14.1

12,338 12,114 12,585 12,000 12,153 12,166 12,282 12,158 11,630 11,830

大学 6,345 6,336 6,455 6,107 6,525 6,458 6,483 6,453 6,308 6,508

進学者数 短期大学 801 764 765 777 733 659 696 573 554 534

奈良 専門学校 1,743 1,790 1,742 1,658 1,494 1,687 1,726 1,698 1,520 1,604

大学 51.4 52.3 51.3 50.9 53.7 53.1 52.8 53.1 54.2 55.0

進学率 短期大学 6.5 6.3 6.1 6.5 6.0 5.4 5.7 4.7 4.8 4.5

（現役） 専門学校 14.1 14.8 13.8 13.8 12.3 13.9 14.1 14.0 13.1 13.6

9,520 9,140 9,333 8,937 9,102 8,904 8,986 8,793 8,715 8,482

大学 4,041 3,817 3,860 3,837 3,731 3,853 3,819 3,705 3,779 3,965

進学者数 短期大学 612 531 558 535 560 518 533 461 414 366

和歌山 専門学校 1,660 1,492 1,637 1,594 1,729 1,620 1,502 1,580 1,522 1,523

大学 42.4 41.8 41.4 42.9 41.0 43.3 42.5 42.1 43.4 46.7

進学率 短期大学 6.4 5.8 6.0 6.0 6.2 5.8 5.9 5.2 4.8 4.3

（現役） 専門学校 17.4 16.3 17.5 17.8 19.0 18.2 16.7 18.0 17.5 18.0

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

進学者数・進学率（現役）の推移（全体：府県別：2011～2020年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校※に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－57－
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

86,684 84,696 88,240 86,552 88,219 88,845 89,733 88,846 88,210 86,904

大学 48,429 47,256 48,510 47,960 49,745 50,291 50,522 49,477 48,896 50,600

進学者数 短期大学 1,069 989 1,008 907 926 902 891 849 878 961

近畿 専門学校 9,566 9,849 10,457 10,148 10,078 9,941 10,054 9,767 10,238 10,320

大学 55.9 55.8 55.0 55.4 56.4 56.6 56.3 55.7 55.4 58.2

進学率 短期大学 1.2 1.2 1.1 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.1

（現役） 専門学校 11.0 11.6 11.9 11.7 11.4 11.2 11.2 11.0 11.6 11.9

卒業者数
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進学率:現役

（％）

進学者数

（人）

男子_大学進学者数 男子_短期大学進学者数 男子_専門学校進学者数

男子_大学進学率(現役） 男子_短期大学進学率(現役） 男子_専門学校進学率(現役）

■男子では、大学進学率に大きな変化はないが、進学者数2,171人増加。また、
専門学校進学者数も754人増加。

進学者数
・大学は、2011年48,429人→2020年50,600人（2,171人増加）と、4.5％増加。
・短期大学は、2011年1,069人→2020年961人（108人減少）と、10.1％減少。
・専門学校は、2011年9,566人→2020年10,320人（754人増加）と、7.9％増加。
進学率（現役）
・大学は、2011年55.9％→2020年58.2％（2.3ポイント上昇）
・短期大学は、2011年1.2％→2020年1.1％（0.1ポイント低下）
・専門学校は、2011年11.0％→2020年11.9％（0.9ポイント上昇）

進学者数・進学率（現役）の推移（男子：近畿：2011～2020年）

進学率（％）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校※に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－58－
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

6,273 6,114 6,419 6,168 6,288 6,521 6,608 6,467 6,594 6,599

大学 3,480 3,324 3,427 3,265 3,323 3,374 3,492 3,327 3,385 3,508

進学者数 短期大学 98 88 119 85 94 81 73 74 71 99

滋賀 専門学校 734 740 863 794 814 889 927 859 879 894

大学 55.5 54.4 53.4 52.9 52.8 51.7 52.8 51.4 51.3 53.2

進学率 短期大学 1.6 1.4 1.9 1.4 1.5 1.2 1.1 1.1 1.1 1.5

（現役） 専門学校 11.7 12.1 13.4 12.9 12.9 13.6 14.0 13.3 13.3 13.5

11,070 10,973 11,531 11,012 11,387 11,428 11,573 11,416 11,417 11,116

大学 6,903 6,932 7,094 6,753 7,213 7,171 7,239 6,996 6,950 7,076

進学者数 短期大学 139 129 148 141 144 154 156 136 183 140

京都 専門学校 1,182 1,234 1,344 1,317 1,247 1,261 1,244 1,300 1,270 1,292

大学 62.4 63.2 61.5 61.3 63.3 62.7 62.6 61.3 60.9 63.7

進学率 短期大学 1.3 1.2 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.2 1.6 1.3

（現役） 専門学校 10.7 11.2 11.7 12.0 11.0 11.0 10.7 11.4 11.1 11.6

35,313 34,576 36,182 35,928 37,088 37,251 37,419 37,408 36,834 36,549

大学 19,616 19,150 19,725 19,833 20,902 21,388 21,208 21,098 20,486 21,538

進学者数 短期大学 462 432 380 373 383 360 323 353 321 363

大阪 専門学校 3,923 4,147 4,336 4,249 4,293 4,159 4,214 3,998 4,461 4,494

大学 55.5 55.4 54.5 55.2 56.4 57.4 56.7 56.4 55.6 58.9

進学率 短期大学 1.3 1.2 1.1 1.0 1.0 1.0 0.9 0.9 0.9 1.0

（現役） 専門学校 11.1 12.0 12.0 11.8 11.6 11.2 11.3 10.7 12.1 12.3

22,796 22,236 22,980 22,849 22,789 23,012 23,425 23,020 22,930 22,357

大学 12,643 12,376 12,772 12,708 12,941 12,992 13,195 12,773 12,816 13,037

進学者数 短期大学 263 241 275 217 215 235 260 227 221 275

兵庫 専門学校 2,373 2,407 2,519 2,434 2,412 2,340 2,444 2,342 2,342 2,366

大学 55.5 55.7 55.6 55.6 56.8 56.5 56.3 55.5 55.9 58.3

進学率 短期大学 1.2 1.1 1.2 0.9 0.9 1.0 1.1 1.0 1.0 1.2

（現役） 専門学校 10.4 10.8 11.0 10.7 10.6 10.2 10.4 10.2 10.2 10.6

6,290 6,146 6,357 6,109 6,100 6,181 6,215 6,120 5,954 5,991

大学 3,481 3,390 3,374 3,280 3,354 3,361 3,379 3,320 3,279 3,393

進学者数 短期大学 63 61 57 64 58 52 51 37 53 52

奈良 専門学校 644 702 682 668 588 621 642 649 639 641

大学 55.3 55.2 53.1 53.7 55.0 54.4 54.4 54.2 55.1 56.6

進学率 短期大学 1.0 1.0 0.9 1.0 1.0 0.8 0.8 0.6 0.9 0.9

（現役） 専門学校 10.2 11.4 10.7 10.9 9.6 10.0 10.3 10.6 10.7 10.7

4,942 4,651 4,771 4,486 4,567 4,452 4,493 4,415 4,481 4,292

大学 2,306 2,084 2,118 2,121 2,012 2,005 2,009 1,963 1,980 2,048

進学者数 短期大学 44 38 29 27 32 20 28 22 29 32

和歌山 専門学校 710 619 713 686 724 671 583 619 647 633

大学 46.7 44.8 44.4 47.3 44.1 45.0 44.7 44.5 44.2 47.7

進学率 短期大学 0.9 0.8 0.6 0.6 0.7 0.4 0.6 0.5 0.6 0.7

（現役） 専門学校 14.4 13.3 14.9 15.3 15.9 15.1 13.0 14.0 14.4 14.7

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

進学者数・進学率（現役）の推移（男子：府県別：2011～2020年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校※に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－59－
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

85,246 84,195 88,548 85,727 88,423 88,678 91,277 89,628 88,188 86,471

大学 41,889 41,832 43,749 42,992 45,227 46,368 47,765 47,389 47,762 47,717

進学者数 短期大学 10,556 9,647 9,835 9,467 9,458 8,974 9,015 8,275 7,700 7,421

近畿 専門学校 14,685 14,773 15,759 15,299 15,903 15,979 16,581 15,942 15,657 15,933

大学 49.1 49.7 49.4 50.1 51.1 52.3 52.3 52.9 54.2 55.2

進学率 短期大学 12.4 11.5 11.1 11.0 10.7 10.1 9.9 9.2 8.7 8.6

（現役） 専門学校 17.2 17.5 17.8 17.8 18.0 18.0 18.2 17.8 17.8 18.4
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進学率:現役

（％）

進学者数

（人）
女子_大学進学者数 女子_短期大学進学者数 女子_専門学校進学者数

女子_大学進学率(現役） 女子_短期大学進学率(現役） 女子_専門学校進学率(現役）

■女子では、大学進学率が6.1ポイント上昇し、進学者数も5,828人増加、
短期大学進学者数は3,135人減少、専門学校進学者数は1,248人増加。

進学者数
・大学は、2011年41,889人→2020年47,717人（5,828人増加）と、13.9％増加。
・短期大学は、2011年10,556人→2020年7,421人（3,135人減少）と、29.7％減少。
・専門学校は、2011年14,685人→2020年15,933人（1,248人増加）と、8.5％増加。
進学率（現役）
・大学は、2011年49.1％→2020年55.2％（6.1ポイント上昇）
・短期大学は、2011年12.4％→2020年8.6％（3.8ポイント低下）
・専門学校は、2011年17.2％→2020年18.4％（1.2ポイント上昇）

進学者数・進学率（現役）の推移（女子：近畿：2011～2020年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校※に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－60－
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2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

5,913 5,953 6,271 5,914 6,072 6,135 6,276 6,270 6,135 6,187

大学 2,630 2,701 2,823 2,686 2,688 2,794 2,913 2,843 2,886 3,013

進学者数 短期大学 859 802 768 708 756 706 726 708 626 603

滋賀 専門学校 1,071 1,059 1,219 1,171 1,235 1,225 1,244 1,278 1,269 1,219

大学 44.5 45.4 45.0 45.4 44.3 45.5 46.4 45.3 47.0 48.7

進学率 短期大学 14.5 13.5 12.2 12.0 12.5 11.5 11.6 11.3 10.2 9.7

（現役） 専門学校 18.1 17.8 19.4 19.8 20.3 20.0 19.8 20.4 20.7 19.7

11,459 11,247 11,709 11,238 11,579 11,385 11,907 11,658 11,823 11,425

大学 6,421 6,338 6,512 6,425 6,698 6,675 7,017 6,963 7,208 7,079

進学者数 短期大学 1,351 1,302 1,234 1,162 1,110 1,077 1,087 998 861 879

京都 専門学校 1,775 1,764 2,006 1,779 1,908 1,867 1,973 1,862 1,836 1,819

大学 56.0 56.4 55.6 57.2 57.8 58.6 58.9 59.7 61.0 62.0

進学率 短期大学 11.8 11.6 10.5 10.3 9.6 9.5 9.1 8.6 7.3 7.7

（現役） 専門学校 15.5 15.7 17.1 15.8 16.5 16.4 16.6 16.0 15.5 15.9

34,457 34,133 36,439 35,609 36,883 37,291 38,548 37,738 37,118 36,110

大学 16,320 16,256 17,279 17,207 18,267 19,173 19,674 19,363 19,610 19,522

進学者数 短期大学 4,578 4,131 4,419 4,267 4,274 4,025 4,045 3,786 3,565 3,386

大阪 専門学校 6,002 6,147 6,516 6,521 6,862 6,794 7,199 6,989 6,940 7,072

大学 47.4 47.6 47.4 48.3 49.5 51.4 51.0 51.3 52.8 54.1

進学率 短期大学 13.3 12.1 12.1 12.0 11.6 10.8 10.5 10.0 9.6 9.4

（現役） 専門学校 17.4 18.0 17.9 18.3 18.6 18.2 18.7 18.5 18.7 19.6

22,791 22,405 23,339 22,624 23,301 23,430 23,986 23,546 23,202 22,720

大学 11,919 11,858 12,312 12,131 12,684 12,781 13,247 13,345 13,230 13,071

進学者数 短期大学 2,462 2,216 2,177 2,109 2,115 2,061 2,007 1,808 1,762 1,737

兵庫 専門学校 3,788 3,842 4,034 3,930 3,987 4,078 4,162 3,803 3,856 3,970

大学 52.3 52.9 52.8 53.6 54.4 54.5 55.2 56.7 57.0 57.5

進学率 短期大学 10.8 9.9 9.3 9.3 9.1 8.8 8.4 7.7 7.6 7.6

（現役） 専門学校 16.6 17.1 17.3 17.4 17.1 17.4 17.4 16.2 16.6 17.5

6,048 5,968 6,228 5,891 6,053 5,985 6,067 6,038 5,676 5,839

大学 2,864 2,946 3,081 2,827 3,171 3,097 3,104 3,133 3,029 3,115

進学者数 短期大学 738 703 708 713 675 607 645 536 501 482

奈良 専門学校 1,099 1,088 1,060 990 906 1,066 1,084 1,049 881 963

大学 47.4 49.4 49.5 48.0 52.4 51.7 51.2 51.9 53.4 53.3

進学率 短期大学 12.2 11.8 11.4 12.1 11.2 10.1 10.6 8.9 8.8 8.3

（現役） 専門学校 18.2 18.2 17.0 16.8 15.0 17.8 17.9 17.4 15.5 16.5

4,578 4,489 4,562 4,451 4,535 4,452 4,493 4,378 4,234 4,190

大学 1,735 1,733 1,742 1,716 1,719 1,848 1,810 1,742 1,799 1,917

進学者数 短期大学 568 493 529 508 528 498 505 439 385 334

和歌山 専門学校 950 873 924 908 1,005 949 919 961 875 890

大学 37.9 38.6 38.2 38.6 37.9 41.5 40.3 39.8 42.5 45.8

進学率 短期大学 12.4 11.0 11.6 11.4 11.6 11.2 11.2 10.0 9.1 8.0

（現役） 専門学校 20.8 19.4 20.3 20.4 22.2 21.3 20.5 22.0 20.7 21.2

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

卒業者数

進学者数・進学率（現役）の推移（女子：府県別：2011～2020年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校※に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－61－
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■大学は、2011年44.7％→2020年46.3％（1.6ポイント上昇）
短期大学は、2011年66.7％→2020年67.4％（0.7ポイント上昇）

・大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2011年9.6％→2020年16.0％、6.4ポイント上昇）。
・短期大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2011年31.2％→2020年37.5％、6.3ポイント上昇）。

地元残留率の推移（全体：近畿：2011～2020年）

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

近畿 44.7 44.7 44.6 44.7 45.0 45.8 46.1 46.4 46.0 46.3

滋賀 22.6 22.8 22.4 22.4 20.9 20.9 21.3 20.7 20.6 20.9

京都 49.6 49.6 49.0 49.8 50.0 50.9 50.3 51.0 50.8 50.7

大阪 54.6 54.6 55.2 54.8 55.5 56.3 57.1 57.0 56.4 57.4

兵庫 46.1 46.1 45.3 45.0 44.8 45.6 45.7 46.3 45.5 44.9

奈良 15.1 15.4 14.6 14.5 14.7 15.1 14.9 15.6 16.3 16.1

和歌山 9.6 11.0 10.5 10.8 10.4 11.2 11.4 12.2 14.3 16.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

大学全体：地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿全体

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

近畿 66.7 66.3 67.1 66.6 67.1 67.1 67.8 65.8 67.4 67.4

滋賀 42.4 40.0 41.4 39.6 42.2 41.2 47.2 45.5 43.1 47.2

京都 63.5 63.4 64.2 65.8 64.8 67.9 65.5 62.7 62.8 65.4

大阪 75.9 75.3 76.1 75.1 74.9 74.6 76.1 73.6 74.7 73.9

兵庫 76.8 78.1 76.2 77.2 78.7 77.9 76.9 75.6 78.8 77.8

奈良 36.8 34.7 39.4 33.2 36.2 34.9 37.3 33.6 34.0 33.7

和歌山 31.2 31.8 35.7 36.9 35.8 35.3 36.6 36.8 43.0 37.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

短期大学全体：地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿全体

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ：自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内(地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）－08₋学生確保（資料）－62－
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■大学は、2011年42.8％→2020年44.1％（1.3ポイント上昇）
短期大学は、2011年60.5％→2020年55.5％（5.0ポイント低下）

・大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2011年9.1％→2020年14.5％、5.4ポイント上昇）。
・短期大学で上昇率が高いのは、京都府（2011年44.8％→2020年57.8％、13.0ポイント上昇）。

地元残留率の推移（男子：近畿：2011～2020年）

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

近畿 42.8 43.1 43.0 42.8 43.5 44.0 44.2 44.2 43.5 44.1

滋賀 22.9 24.3 23.1 23.4 21.8 21.7 22.1 21.3 21.2 22.1

京都 43.6 43.5 43.6 44.1 44.6 45.2 44.3 45.0 44.3 44.6

大阪 58.6 58.8 59.6 58.8 59.9 59.9 60.9 60.5 59.5 60.3

兵庫 36.8 36.7 35.9 35.6 35.1 36.2 36.2 36.6 35.4 35.1

奈良 13.7 13.2 12.3 11.6 12.3 13.1 13.2 13.3 14.1 14.1

和歌山 9.1 10.8 10.5 9.6 9.8 10.8 10.9 10.2 11.3 14.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

大学男子：地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿男子

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

近畿 60.5 61.1 59.9 55.4 53.7 56.7 58.8 57.6 54.5 55.5

滋賀 60.8 64.4 66.4 58.3 50.0 53.3 50.0 55.3 60.5 51.8

京都 44.8 51.0 42.9 45.0 48.8 57.9 52.9 56.5 51.5 57.8

大阪 73.1 72.1 73.2 59.8 58.0 57.4 60.0 58.3 50.8 55.5

兵庫 61.6 64.7 59.3 65.0 61.7 64.1 68.1 66.4 71.2 62.6

奈良 48.2 33.7 40.6 40.5 50.7 50.0 69.0 43.9 38.6 53.1

和歌山 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

短期大学男子：地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿男子

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ：自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内(地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）－08₋学生確保（資料）－63－
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■大学は、2011年47.1％→2020年48.8％（1.7ポイント上昇）
短期大学は、2011年67.5％→2020年69.1％（1.6ポイント上昇）

・大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2011年10.3％→2020年17.7％、7.4ポイント上昇）。
・短期大学で上昇率が高いのは、和歌山県（2011年34.3％→2020年41.6％、7.3ポイント上昇）。

地元残留率の推移（女子：近畿：2011～2020年）

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

近畿 47.1 46.9 46.6 47.0 46.8 47.9 48.3 48.8 48.9 48.8

滋賀 22.2 20.8 21.3 21.1 19.7 19.8 20.3 19.8 19.7 19.3

京都 56.6 56.9 55.4 56.4 56.3 57.5 57.1 57.6 57.9 57.4

大阪 49.3 48.9 49.6 49.7 49.8 51.8 52.5 52.8 52.8 53.7

兵庫 57.2 57.2 56.1 56.1 55.9 56.1 56.3 56.7 56.3 55.8

奈良 17.1 18.2 17.6 18.4 17.7 17.7 17.0 18.4 19.0 18.6

和歌山 10.3 11.3 10.5 12.3 11.3 11.6 11.9 14.7 17.9 17.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

大学女子：地元残留率

（％） 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿女子

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

近畿 67.5 66.9 68.0 67.9 68.5 68.3 68.7 66.7 69.0 69.1

滋賀 39.9 37.0 37.1 37.0 41.1 39.7 46.9 44.4 40.9 46.4

京都 65.6 64.8 67.2 68.5 67.0 69.3 67.3 63.6 65.3 66.7

大阪 76.3 75.7 76.3 76.7 76.5 76.2 77.5 75.1 77.0 76.1

兵庫 78.7 79.6 78.5 78.7 80.6 79.6 78.1 76.8 79.9 80.6

奈良 35.6 34.8 39.3 32.5 34.9 33.3 34.7 32.9 33.5 31.3

和歌山 34.3 35.2 38.5 39.5 38.8 37.1 38.9 39.0 46.7 41.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

短期大学女子：地元残留率

（％）
滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 近畿女子

－08₋学生確保（資料）－64－
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近畿エリア概要（全体：府県別）

滋賀県

京都府

学校数
大学 ：9 （国立 2・公立 1・私立 6）
短期大学 ：3 （私立 3）
専門学校 ：18 （公立 3・私立 15）

卒業者数
2011年12,186人→2020年12,786人（600人増加）

進学者数
大学 ：2011年6,110人→2020年6,521人（411人増加）
短期大学：2011年 957人→2020年 702人（255人減少）
専門学校：2011年1,805人→2020年2,113人（308人増加）

進学率（現役）
大学 ：2011年50.1％→2020年51.0％（0.9ポイント上昇)
短期大学：2011年 7.9％→2020年 5.5％（2.4ポイント低下)
専門学校：2011年14.8％→2020年16.5％（1.7ポイント上昇)

残留率
大学 ：2011年22.6％→2020年20.9％（1.7ポイント低下）
短期大学：2011年42.4％→2020年47.2％（4.8ポイント上昇）

入学者流入元 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（1,321人）、2位京都（1,318人）、3位兵庫（529人）
短期大学：1位京都 （28人）、2位福井 （11人）、3位岐阜 （10人）

入学者流出先 ※地元は除く

大学 ：1位京都（2,975人）、2位大阪（1,351人）、3位兵庫（238人）
短期大学：1位京都 （282人）、2位大阪 （37人）、3位岐阜 （31人）

学校数
大学 ：34  （国立 3・公立 4・私立 27）
短期大学 ：11 （私立 11）
専門学校 ：53  （公立 4・私立 49）

卒業者数
2011年22,529人→2020年22,541人（12人増加）

進学者数
大学 ：2011年13,324人→2020年14,155人（831人増加）
短期大学：2011年 1,490人→2020年 1,019人（471人減少）
専門学校：2011年 2,957人→2020年 3,111人（154人増加）

進学率（現役）
大学 ：2011年59.1％→2020年62.8％（3.7ポイント上昇)
短期大学：2011年 6.6％→2020年 4.5％（2.1ポイント低下)
専門学校：2011年13.1％→2020年13.8％（0.7ポイント上昇)

残留率
大学 ：2011年49.6％→2020年50.7％（1.1ポイント上昇）
短期大学：2011年63.5％→2020年65.4％（1.9ポイント上昇）

入学者流入元 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（7,182人）、2位滋賀（2,975人）、3位兵庫（2,771人）
短期大学：1位滋賀 （282人）、2位大阪 （239人）、3位兵庫 （66人）

入学者流出先 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（3,267人）、2位滋賀（1,318人）、3位兵庫（755人）
短期大学：1位大阪 （205人）、2位兵庫 （75人）、3位滋賀 （28人）

・学校数 ：大学・短期大学は本部の所在地 （2020年学校基本調査より）
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※2）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・残留率 ：自県内（地元）の大学・短期大学入学者のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者の割合（浪人含）
・流入 ：自県内（地元）の大学・短期大学に入学したうち、自県以外の高校出身者が大学・短期大学に入学したこと（浪人含）
・流出 ：自県内（地元）の高校出身者が大学・短期大学に入学したうち、自県以外（地元以外）の大学・短期大学に入学したこと（浪人含）

※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－65－
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近畿エリア概要（全体：府県別）

大阪府

兵庫県

学校数
大学 ：55 （国立 2・公立 2・私立 51）
短期大学 ：23 （私立 23）
専門学校 ：211（国立 1・公立 1・私立 209）

卒業者数
2011年69,770人→2020年72659人（2,889人増加）

進学者数
大学 ：2011年35,936人→2020年41,060人（5,124人増加）
短期大学：2011年 5,040人→2020年 3,749人（1,291人減少）
専門学校：2011年 9,925人→2020年11,566人（1,641人増加）

進学率（現役）
大学 ：2011年51.5％→2020年56.5％（5.0ポイント上昇)
短期大学：2011年 7.2％→2020年 5.2％（2.0ポイント低下)
専門学校：2011年14.2％→2020年15.9％（1.7ポイント上昇)

残留率
大学 ：2011年54.6％→2020年57.4％（2.8ポイント上昇）
短期大学：2011年75.9％→2020年73.9％（2.0ポイント低下）

入学者流入元 ※地元は除く

大学 ：1位兵庫（7,506人）、2位京都（3,267人）、3位奈良（3,157人）
短期大学：1位兵庫 （282人）、2位奈良 （261人）、3位京都 （205人）

入学者流出先 ※地元は除く

大学 ：1位京都（7,182人）、2位兵庫（5,362人）、3位奈良（1,595人）
短期大学：1位兵庫 （583人）、2位京都 （239人）、3位奈良 （154人）

学校数
大学 ：36  （国立 2・公立 3・私立 31）
短期大学 ：17 （私立 17）
専門学校 ：80  （国立 1・公立 8・私立 71）

卒業者数
2011年45,587人→2020年45,077人（510人減少）

進学者数
大学 ：2011年24,562人→2020年26,108人（1,546人増加）
短期大学：2011年 2,725人→2020年 2,012人 （713人減少）
専門学校：2011年 6,161人→2020年 6,336人 （175人増加）

進学率（現役）
大学 ：2011年53.9％→2020年57.9％（4.0ポイント上昇)
短期大学：2011年 6.0％→2020年 4.5％（1.5ポイント低下)
専門学校：2011年13.5％→2020年14.1％（0.6ポイント上昇)

残留率
大学 ：2011年46.1％→2020年44.9％（1.2ポイント低下）
短期大学：2011年76.8％→2020年77.8％（1.0ポイント上昇）

入学者流入元 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（5,362人）、2位京都（755人）、3位岡山（643人）
短期大学：1位大阪 （583人）、2位京都 （75人）、3位奈良 （64人）

入学者流出先 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（7,506人）、2位京都（2,771人）、3位東京（941人）
短期大学：1位大阪 （282人）、2位京都 （66人）、3位東京 （21人）

・学校数 ：大学・短期大学は本部の所在地 （2020年学校基本調査より）
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※2）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・残留率 ：自県内（地元）の大学・短期大学入学者のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者の割合（浪人含）
・流入 ：自県内（地元）の大学・短期大学に入学したうち、自県以外の高校出身者が大学・短期大学に入学したこと（浪人含）
・流出 ：自県内（地元）の高校出身者が大学・短期大学に入学したうち、自県以外（地元以外）の大学・短期大学に入学したこと（浪人含）

※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－66－
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近畿エリア概要（全体：府県別）

奈良県

和歌山県

学校数
大学 ：11 （国立 3・公立 2 ・私立 6）
短期大学 ：3 （私立 3）
専門学校 ：28 （公立 3・私立 25）

卒業者数
2011年12,338人→2020年11,830人（508人減少）

進学者数
大学 ：2011年6,345人→2020年6,508人（163人増加）
短期大学：2011年 801人→2020年 534人（267人減少）
専門学校：2011年1,743人→2020年1,604人（139人減少）

進学率（現役）
大学 ：2011年51.4％→2020年55.0％（3.6ポイント上昇)
短期大学：2011年 6.5％→2020年 4.5％（2.0ポイント低下)
専門学校：2011年14.1％→2020年13.6％（0.5ポイント低下)

残留率
大学 ：2011年15.1％→2020年16.1％（1.0ポイント上昇）
短期大学：2011年36.8％→2020年33.7％（3.1ポイント低下）

入学者流入元 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（1,595人）、2位京都（462人）、3位兵庫（301人）
短期大学：1位大阪 （154人）、2位三重 （31人）、3位京都 （28人）

入学者流出先 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（3,157人）、2位京都（1,562人）、3位兵庫（622人）
短期大学：1位大阪 （261人）、2位兵庫 （64人）、3位京都 （29人）

学校数
大学 ：4    （国立 1・公立1 ・私立 2）
短期大学 ：1 （私立 1）
専門学校 ：20  （公立 6・私立 14）

卒業者数
2011年9,520人→2020年8,482人（1,038人減少）

進学者数
大学 ：2011年4,041人→2020年3,965人 （76人減少）
短期大学：2011年 612人→2020年 366人（246人減少）
専門学校：2011年1,660人→2020年1,523人 (137人減少）

進学率（現役）
大学 ：2011年42.4％→2020年46.7％（4.3ポイント上昇)
短期大学：2011年 6.4％→2020年 4.3％（2.1ポイント低下)
専門学校：2011年17.4％→2020年18.0％（0.6ポイント上昇)

残留率
大学 ：2011年9.6％→2020年16.0％（6.4ポイント上昇）
短期大学：2011年31.2％→2020年37.5％（6.3ポイント上昇）

入学者流入元 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（740人）、2位兵庫（95人）、3位奈良（57人）
短期大学：1位大阪 （3人）

入学者流出先 ※地元は除く

大学 ：1位大阪（1,766人）、2位京都（435人）、3位兵庫（385人）
短期大学：1位大阪 （144人）、2位兵庫 （35人）、3位奈良 （21人）

・学校数 ：大学・短期大学は本部の所在地 （2020年学校基本調査より）
・卒業者数 ：高等学校卒業した数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・進学者数 ：高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した数
・進学率(現役）：進学者数（大学・短期大学・専門学校※2）÷高等学校卒業者数(全日制・定時制＋中等教育学校後期課程)
・残留率 ：自県内（地元）の大学・短期大学入学者のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者の割合（浪人含）
・流入 ：自県内（地元）の大学・短期大学に入学したうち、自県以外の高校出身者が大学・短期大学に入学したこと（浪人含）
・流出 ：自県内（地元）の高校出身者が大学・短期大学に入学したうち、自県以外（地元以外）の大学・短期大学に入学したこと（浪人含）

※専門学校＝専修学校専門課程 －08₋学生確保（資料）－67－



資料10

修了年度
志願者

（人）

入学者数

（人）

修了者数

（人）

平成19年度（2007） 14 12 - 保健医療学研究科　鍼灸学専攻　開設

平成20年度（2008） 8 5 9

平成21年度（2009） 9 8 6

平成22年度（2010） 6 4 9

平成23年度（2011） 10 10 4 保健医療学研究科　保健医療学専攻　開設

平成24年度（2012） 8 8 10

平成25年度（2013） 7 7 7

平成26年度（2014） 8 8 5

平成27年度（2015） 5 5 8

平成28年度（2016） 9 8 5

平成29年度（2017） 10 10 8

平成30年度（2018） 7 7 8

令和元年度（2019） 14 13 8

令和2年度（2020） 8 8 13

令和3年度（2021） 14 13 8

令和4年度（2022） 7 7 12

計 144 133 120

関西医療大学大学院　保健医療学研究科（志願者・入学者・修了者）

備　考

－08₋学生確保（資料）－68－



資料11
既設学科等の定員充足状況並びに過去５年程度の入学志願状況

保健医療学研究科　保健医療学専攻

　年度 試験区分 定員充足率

２０１８年度 Ⅰ期 3 (1) 3 (1) 3 (1) 3 (1)

Ⅱ期 4 (0) 4 (0) 4 (0) 4 (0)

合　計 7 (1) 7 (1) 7 (1) 7 (1) 0.77

２０１９年度 Ⅰ期 8 (1) 8 (1) 8 (1) 7 (0)

Ⅱ期 6 (4) 6 (4) 6 (4) 6 (4)

合　計 14 (5) 14 (5) 14 (5) 13 (4) 1.44

２０２０年度 Ⅰ期 8 (2) 8 (2) 8 (2) 8 (2)

Ⅱ期 0 (0)

合　計 8 (2) 8 (2) 8 (2) 8 (2) 0.88

２０２１年度 Ⅰ期 11 (1) 11 (1) 11 (1) 11 (1)

Ⅱ期 3 (1) 3 (1) 3 (1) 3 (1)

合　計 14 (2) 14 (2) 14 (2) 14 (2) 1.55

２０２２年度 Ⅰ期 7 (0) 7 (0) 7 (0) 7 (0)

Ⅱ期 0 (0)

合　計 7 (0) 7 (0) 7 (0) 7 (0) 0.77

２０２３年度 Ⅰ期 5 (3) 5 (3) 5 (3)

Ⅱ期 8 (3) 8 (3) 8 (3)

合　計 13 (6) 13 (6) 13 (6) 0 (0) 0

(　 ）内は女子内数

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

－08₋学生確保（資料）－69－



保健医療学部　はり灸・スポーツトレーナー学科

　年度 試験区分 定員充足率

２０１８年度  ＡＯ選抜 　Ⅰ期 17 (7) 17 (7) 12 (5) 11 (4)

　Ⅱ期 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 スポＡＯ選抜 　Ⅰ期 14 (5) 14 (5) 13 (5) 13 (5)

　Ⅱ期 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 14 (4) 14 (4) 12 (4) 9 (4)

 公募制Ⅱ期 8 (2) 7 (2) 6 (2) 4 (1)

 指定校制 6 (3) 6 (3) 6 (3) 6 (3)

 校友子弟 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

 一般選抜  前期Ａ日程 6 (1) 6 (1) 6 (1) 1 (0)

 前期Ｂ日程 4 (1) 4 (1) 3 (1) 1 (0)

 中期 7 (4) 6 (4) 5 (3) 0 (0)

 後期 4 (1) 4 (1) 4 (1) 3 (0)

 センター試験  前期 1 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0)
 利用選抜  中期 0

 後期 1 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0)

 社会人選抜 0

合　計 85 (29) 83 (29) 71 (26) 51 (18) 1.02

２０１９年度  ＡＯ選抜 　Ⅰ期 5 (2) 5 (2) 4 (2) 4 (2)

　Ⅱ期 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 スポＡＯ選抜 　Ⅰ期 7 (2) 7 (2) 5 (2) 5 (2)

　Ⅱ期 2 (0) 2 (0) 1 (0) 1 (0)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 13 (2) 13 (2) 12 (2) 8 (1)

 公募制Ⅱ期 9 (2) 8 (2) 8 (2) 6 (2)

 指定校制 12 (5) 12 (5) 12 (5) 12 (5)

 校友子弟 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 10 (4) 10 (4) 9 (4) 5 (0)

 前期Ｂ日程 7 (0) 7 (0) 3 (0) 0 (0)

 中期 6 (1) 6 (1) 5 (1) 1 (0)

 後期 9 (1) 8 (1) 7 (1) 5 (1)

 センター試験  前期 3 (1) 3 (1) 2 (1) 0 (0)
 利用選抜  中期

 後期

 社会人選抜 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

合　計 86 (20) 84 (20) 71 (20) 50 (13) 1.00

２０２０年度  ＡＯ選抜 　Ⅰ期 9 (2) 9 (2) 9 (2) 8 (1)

　Ⅱ期 0 (0)

 スポＡＯ選抜 　Ⅰ期 14 (2) 14 (2) 14 (2) 14 (2)

　Ⅱ期 0 (0)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 21 (8) 21 (8) 19 (8) 11 (4)

 公募制Ⅱ期 8 (4) 7 (4) 7 (4) 3 (2)

 指定校制 7 (1) 7 (1) 7 (1) 7 (1)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 8 (5) 8 (5) 7 (5) 3 (1)

 前期Ｂ日程 6 (5) 6 (5) 6 (5) 1 (1)

 中期 6 (2) 6 (2) 6 (2) 2 (1)

 後期 3 (1) 3 (1) 3 (1) 2 (0)

 センター試験  前期 3 (1) 3 (1) 1 (1) 0 (0)
 利用選抜  中期 1 (1) 1 (1) 0 (0)

 後期 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 86 (32) 85 (32) 79 (31) 51 (13) 1.02

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

2
－08₋学生確保（資料）－70－



　年度 試験区分 定員充足率

２０２１年度  総合型選抜 23 (5) 22 (5) 22 (5) 22 (5)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 19 (9) 19 (9) 14 (7) 7 (2)

 公募制Ⅱ期 10 (6) 9 (6) 7 (5) 4 (3)

 指定校制 18 (8) 18 (8) 18 (8) 18 (8)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 11 (6) 10 (5) 6 (4) 2 (2)

 前期Ｂ日程 6 (2) 6 (2) 3 (0) 0 (0)

 中期 2 (1) 2 (1) 0 (0)

 後期 2 (1) 2 (1) 2 (1) 1 (0)

 大学入学共通テスト  前期 4 (2) 4 (2) 1 (0) 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 95 (40) 92 (39) 73 (30) 54 (20) 1.08

２０２２年度  総合型選抜 23 (7) 22 (6) 21 (6) 21 (6)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 10 (3) 10 (3) 8 (3) 7 (3)

 公募制Ⅱ期 8 (6) 8 (6) 7 (5) 3 (1)

 指定校制 5 (0) 5 (0) 5 (0) 5 (0)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 9 (3) 8 (3) 8 (3) 3 (1)

 前期Ｂ日程 5 (2) 5 (2) 5 (2) 0 (0)

 中期 3 (2) 3 (2) 3 (2) 2 (1)

 後期 2 (1) 2 (1) 2 (1) 1 (1)

 大学入学共通テスト  前期 2 (2) 2 (2) 1 (1) 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 1 (1) 1 (1) 1 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 68 (27) 66 (26) 61 (24) 42 (13) 0.84

(　 ）内は女子内数

同一日程において複数方式の併願者がある場合は重複を除いた実人数を記載した。

保健医療学部　理学療法学科

　年度 試験区分 定員充足率

２０１８年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 71 (24) 70 (24) 21 (7) 19 (6)

 公募制Ⅱ期 50 (18) 47 (16) 15 (5) 14 (4)

 指定校制 19 (10) 19 (10) 19 (10) 19 (10)

 校友子弟 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 54 (17) 53 (17) 12 (5) 2 (1)

 前期Ｂ日程 44 (11) 42 (10) 9 (4) 3 (2)

 中期 28 (6) 25 (6) 4 (0) 3 (0)

 後期 18 (4) 16 (4) 4 (2) 3 (1)

 センター試験  前期 17 (5) 17 (5) 5 (2) 0 (0)
 利用選抜  中期 4 (0) 4 (0) 0 (0)

 後期 5 (1) 5 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0

合　計 311 (96) 299 (93) 90 (35) 64 (24) 1.06

２０１９年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 76 (26) 75 (26) 25 (10) 20 (9)

 公募制Ⅱ期 51 (16) 46 (13) 16 (4) 13 (3)

 指定校制 20 (6) 20 (6) 20 (6) 20 (6)

 校友子弟 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

3
－08₋学生確保（資料）－71－



　年度 試験区分 定員充足率

 一般選抜  前期Ａ日程 56 (19) 55 (19) 12 (7) 2 (2)

 前期Ｂ日程 46 (14) 46 (14) 9 (3) 5 (2)

 中期 23 (10) 21 (9) 4 (3) 2 (1)

 後期 14 (4) 13 (3) 2 (0) 2 (0)

 センター試験  前期 32 (13) 32 (13) 9 (6) 0 (0)
 利用選抜  中期 7 (5) 7 (5) 2 (2) 0 (0)

 後期 5 (3) 5 (3) 1 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 331 (116) 321 (111) 101 (42) 65 (23) 1.08

２０２０年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 82 (24) 81 (24) 23 (12) 18 (10)

 公募制Ⅱ期 47 (9) 44 (8) 15 (4) 13 (4)

 指定校制 24 (11) 24 (11) 24 (11) 24 (11)

 ファミリー 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 49 (10) 47 (10) 9 (2) 4 (1)

 前期Ｂ日程 42 (9) 40 (9) 9 (2) 2 (0)

 中期 27 (4) 24 (4) 4 (1) 1 (0)

 後期 14 (4) 13 (4) 4 (1) 2 (0)

 センター試験  前期 14 (7) 14 (7) 2 (1) 0 (0)
 利用選抜  中期 5 (4) 5 (4) 3 (2) 0 (0)

 後期 3 (2) 3 (2) 0 (0)

 社会人選抜

合　計 308 (84) 296 (83) 94 (36) 65 (26) 1.08

２０２１年度  総合型選抜 11 (2) 11 (2) 7 (2) 7 (2)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 65 (21) 61 (20) 20 (9) 13 (6)

 公募制Ⅱ期 36 (8) 35 (8) 9 (3) 7 (1)

 指定校制 29 (13) 29 (13) 29 (13) 29 (13)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 46 (16) 45 (16) 16 (10) 5 (3)

 前期Ｂ日程 26 (5) 25 (5) 8 (2) 2 (0)

 中期 20 (4) 13 (2) 3 (0) 1 (0)

 後期 10 (0) 8 (0) 2 (0) 2 (0)

 大学入学共通テスト  前期 14 (5) 14 (5) 5 (4) 0 (0)
 利用選抜  中期 8 (2) 8 (2) 4 (1) 0 (0)

 後期 1 (0) 1 (0) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 266 (76) 250 (73) 103 (44) 66 (25) 1.10

２０２２年度  総合型選抜 20 (9) 20 (9) 7 (5) 7 (5)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 49 (14) 49 (14) 25 (10) 15 (5)

 公募制Ⅱ期 34 (9) 32 (9) 15 (4) 12 (2)

 指定校制 19 (10) 19 (10) 19 (10) 19 (10)

 一般選抜  前期Ａ日程 39 (9) 36 (8) 11 (4) 1 (0)

 前期Ｂ日程 27 (6) 25 (5) 13 (3) 5 (1)

 中期 10 (5) 9 (4) 4 (1) 4 (1)

 後期 5 (1) 5 (1) 2 (0) 2 (0)

 大学入学共通テスト  前期 17 (4) 17 (4) 6 (2) 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 1 (0) 1 (0) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 221 (67) 213 (64) 102 (39) 65 (24) 1.08
(　 ）内は女子内数

同一日程において複数方式の併願者がある場合は重複を除いた実人数を記載した。

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

4
－08₋学生確保（資料）－72－



保健医療学部　作業療法学科

　年度 試験区分 定員充足率

２０１９年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 31 (12) 30 (12) 23 (10) 13 (4)

 公募制Ⅱ期 22 (8) 22 (8) 13 (6) 6 (3)

 指定校制 8 (6) 8 (6) 8 (6) 8 (6)

 一般選抜  前期Ａ日程 21 (9) 21 (9) 16 (8) 5 (3)

 前期Ｂ日程 18 (10) 18 (10) 10 (9) 5 (5)

 中期 19 (7) 17 (6) 11 (6) 6 (2)

 後期 12 (3) 11 (3) 6 (3) 3 (1)

 センター試験  前期 3 (3) 3 (3) 3 (3) 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 2 (0) 2 (0) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 136 (58) 132 (57) 90 (51) 46 (24) 1.15

２０２０年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 39 (29) 39 (29) 27 (21) 18 (14)

 公募制Ⅱ期 21 (11) 21 (11) 11 (5) 5 (3)

 指定校制 7 (5) 7 (5) 7 (5) 7 (5)

 一般選抜  前期Ａ日程 15 (8) 14 (7) 5 (3) 1 (0)

 前期Ｂ日程 16 (9) 16 (9) 5 (2) 1 (0)

 中期 16 (7) 14 (6) 9 (3) 3 (1)

 後期 12 (6) 12 (6) 8 (4) 5 (3)

 センター試験  前期 6 (4) 6 (4) 3 (3) 0 (0)
 利用選抜  中期 2 (2) 2 (2) 2 (2) 0 (0)

 後期 2 (1) 2 (1) 1 (0) 0 (0)

 社会人選抜

合　計 136 (82) 133 (80) 78 (48) 40 (26) 1.00

２０２１年度  総合型選抜 5 (4) 5 (4) 5 (4) 5 (4)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 33 (20) 30 (18) 22 (12) 7 (1)

 公募制Ⅱ期 18 (12) 16 (10) 12 (9) 6 (4)

 指定校制 5 (4) 5 (4) 5 (4) 5 (4)

 一般選抜  前期Ａ日程 11 (4) 11 (4) 8 (4) 2 (0)

 前期Ｂ日程 11 (5) 10 (5) 10 (5) 4 (3)

 中期 8 (5) 8 (5) 8 (5) 0 (0)

 後期 12 (6) 12 (6) 8 (4) 1 (1)

 大学入学共通テスト  前期 2 (1) 2 (1) 2 (1) 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 1 (1) 1 (1) 1 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 106 (62) 100 (58) 81 (49) 30 (17) 0.75

２０２２年度  総合型選抜 5 (2) 5 (2) 4 (2) 4 (2)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 23 (13) 23 (13) 20 (11) 11 (5)

 公募制Ⅱ期 14 (9) 14 (9) 14 (9) 5 (2)

 指定校制 4 (4) 4 (4) 4 (4) 4 (4)

 一般選抜  前期Ａ日程 19 (13) 19 (13) 19 (13) 2 (2)

 前期Ｂ日程 8 (5) 8 (5) 8 (5) 0 (0)

 中期 7 (7) 7 (7) 7 (7) 1 (1)

 後期 8 (6) 8 (6) 8 (6) 3 (1)

 大学入学共通テスト  前期 2 (2) 2 (2) 2 (2) 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 90 (61) 90 (61) 86 (59) 30 (17) 0.75
(　 ）内は女子内数

同一日程において複数方式の併願者がある場合は重複を除いた実人数を記載した。

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

5
－08₋学生確保（資料）－73－



保健医療学部　ヘルスプロモーション整復学科

　年度 試験区分 定員充足率

２０１８年度  ＡＯ選抜 　Ⅰ期 12 (4) 11 (4) 11 (4) 11 (4)

　Ⅱ期 0 (0)

 スポＡＯ選抜 　Ⅰ期 2 (0) 2 (0) 2 (0) 2 (0)

　Ⅱ期 2 (0) 0 (0)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 9 (1) 9 (1) 6 (1) 3 (0)

 公募制Ⅱ期 5 (1) 5 (1) 5 (1) 5 (1)

 指定校制 9 (0) 9 (0) 9 (0) 9 (0)

 校友子弟 0

 一般選抜  前期Ａ日程 6 (0) 6 (0) 6 (0) 3 (0)

 前期Ｂ日程 3 (1) 3 (1) 3 (1) 3 (1)

 中期 1 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0)

 後期 5 (0) 5 (0) 5 (0) 1 (0)

 センター試験  前期 1 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0)
 利用選抜  中期 0

 後期 2 (1) 2 (1) 2 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0

合　計 57 (8) 54 (8) 51 (8) 37 (6) 0.92

２０１９年度  ＡＯ選抜 　Ⅰ期 11 (1) 11 (1) 11 (1) 11 (1)

　Ⅱ期 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

 スポＡＯ選抜 　Ⅰ期 4 (1) 4 (1) 4 (1) 4 (1)

　Ⅱ期 0 (0)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 5 (0) 5 (0) 4 (0) 3 (0)

 公募制Ⅱ期 2 (1) 2 (1) 2 (1) 2 (1)

 指定校制 10 (1) 10 (1) 10 (1) 10 (1)

 校友子弟 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 3 (2) 3 (2) 3 (2) 0 (0)

 前期Ｂ日程 4 (0) 4 (0) 3 (0) 1 (0)

 中期 2 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 後期 4 (0) 4 (0) 3 (0) 2 (0)

 センター試験  前期 1 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 47 (7) 46 (7) 43 (7) 35 (5) 0.87

２０２０年度  ＡＯ選抜 　Ⅰ期 15 (2) 15 (2) 15 (2) 15 (2)

　Ⅱ期 0 (0)

 スポＡＯ選抜 　Ⅰ期 5 (1) 5 (1) 5 (1) 5 (1)

　Ⅱ期 0 (0)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 8 (2) 8 (2) 6 (2) 2 (1)

 公募制Ⅱ期 2 (1) 2 (1) 1 (1) 1 (1)

 指定校制 3 (1) 3 (1) 3 (1) 3 (1)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 前期Ｂ日程 6 (1) 6 (1) 6 (1) 4 (0)

 中期 4 (1) 4 (1) 3 (1) 1 (0)

 後期 4 (2) 4 (2) 3 (2) 2 (1)

 大学入学共通テスト  前期 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 48 (11) 48 (11) 43 (11) 34 (7) 0.85

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

6
－08₋学生確保（資料）－74－



　年度 試験区分 定員充足率

２０２１年度  総合型選抜 18 (5) 18 (5) 18 (5) 18 (5)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 13 (3) 11 (3) 8 (2) 1 (0)

 公募制Ⅱ期 4 (0) 4 (0) 3 (0) 1 (0)

 指定校制 2 (0) 2 (0) 2 (0) 2 (0)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 2 (0) 2 (0) 1 (0) 0 (0)

 前期Ｂ日程 4 (0) 3 (0) 3 (0) 1 (0)

 中期 0 (0)

 後期 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

 大学入学共通テスト  前期 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 44 (9) 41 (9) 36 (8) 24 (6) 0.60

２０２２年度  総合型選抜 17 (6) 17 (6) 17 (6) 17 (6)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 4 (1) 4 (1) 3 (1) 3 (1)

 公募制Ⅱ期 0 (0)

 指定校制 7 (3) 7 (3) 7 (3) 7 (3)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 5 (2) 5 (2) 4 (2) 2 (0)

 前期Ｂ日程 1 (0) 1 (0) 0 (0)

 中期 0 (0)

 後期 1 (1) 1 (1) 1 (1) 0 (0)

 大学入学共通テスト  前期 0 (0)
 利用選抜  中期 0 (0)

 後期 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 35 (13) 35 (13) 32 (13) 29 (10) 0.72
(　 ）内は女子内数

同一日程において複数方式の併願者がある場合は重複を除いた実人数を記載した。

保健医療学部　臨床検査学科

　年度 試験区分 定員充足率

２０１８年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 85 (51) 85 (51) 25 (19) 19 (15)

 公募制Ⅱ期 50 (28) 48 (26) 18 (12) 14 (9)

 指定校制 16 (11) 16 (11) 16 (11) 16 (11)

 校友子弟 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 80 (46) 79 (46) 18 (12) 5 (3)

 前期Ｂ日程 56 (26) 55 (25) 11 (5) 6 (2)

 中期 42 (24) 34 (20) 3 (2) 3 (2)

 後期 21 (11) 18 (11) 2 (0) 2 (0)

 センター試験  前期 37 (22) 37 (22) 9 (6) 2 (2)
 利用選抜  中期 15 (12) 15 (12) 3 (2) 1 (0)

 後期 4 (3) 4 (3) 1 (0) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 406 (234) 391 (227) 106 (69) 68 (44) 1.13

２０１９年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 97 (60) 96 (60) 28 (21) 21 (16)

 公募制Ⅱ期 61 (34) 58 (31) 12 (8) 10 (6)

 指定校制 19 (9) 19 (9) 19 (9) 19 (9)

 校友子弟 0 (0)

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
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　年度 試験区分 定員充足率

 一般選抜  前期Ａ日程 95 (57) 91 (55) 16 (13) 7 (5)

 前期Ｂ日程 64 (36) 59 (33) 11 (9) 3 (3)

 中期 50 (24) 43 (21) 3 (1) 2 (1)

 後期 32 (14) 28 (10) 2 (0) 2 (0)

 センター試験  前期 54 (37) 54 (37) 10 (5) 2 (0)
 利用選抜  中期 16 (8) 16 (8) 3 (3) 0 (0)

 後期 10 (9) 10 (9) 1 (1) 1 (1)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 498 (288) 474 (273) 105 (70) 67 (41) 1.11

２０２０年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 113 (69) 113 (69) 29 (20) 23 (15)

 公募制Ⅱ期 75 (44) 69 (42) 12 (10) 10 (8)

 指定校制 19 (14) 19 (14) 19 (14) 19 (14)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 88 (53) 86 (52) 14 (9) 3 (1)

 前期Ｂ日程 73 (43) 71 (41) 14 (10) 4 (3)

 中期 40 (21) 30 (15) 4 (3) 3 (2)

 後期 15 (8) 14 (7) 3 (2) 3 (2)

 センター試験  前期 54 (30) 54 (30) 10 (3) 1 (0)
 利用選抜  中期 14 (10) 14 (10) 3 (2) 0 (0)

 後期 5 (2) 5 (2) 2 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 496 (294) 475 (282) 110 (74) 66 (45) 1.10

２０２１年度  総合型選抜 9 (6) 9 (6) 5 (5) 5 (5)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 82 (58) 77 (55) 22 (18) 14 (12)

 公募制Ⅱ期 50 (35) 44 (32) 17 (12) 12 (8)

 指定校制 18 (15) 18 (15) 18 (15) 18 (15)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 70 (50) 69 (50) 21 (15) 6 (4)

 前期Ｂ日程 33 (20) 32 (20) 10 (6) 5 (3)

 中期 21 (12) 12 (8) 2 (1) 0 (0)

 後期 12 (8) 10 (7) 1 (0) 1 (0)

 大学入学共通テスト  前期 41 (32) 41 (32) 11 (10) 0 (0)
 利用選抜  中期 7 (6) 7 (6) 2 (2) 0 (0)

 後期 3 (3) 3 (3) 1 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 346 (245) 322 (234) 110 (85) 61 (47) 1.01

２０２２年度  総合型選抜 12 (11) 12 (11) 8 (8) 8 (8)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 68 (51) 67 (50) 25 (19) 18 (14)

 公募制Ⅱ期 60 (47) 58 (45) 14 (13) 10 (9)

 指定校制 23 (18) 23 (18) 23 (18) 23 (18)

 ファミリー 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 70 (49) 68 (48) 14 (12) 3 (3)

 前期Ｂ日程 50 (33) 48 (31) 10 (9) 4 (3)

 中期 32 (20) 26 (16) 5 (3) 3 (2)

 後期 15 (10) 11 (6) 2 (1) 1 (0)

 大学入学共通テスト  前期 42 (31) 42 (31) 7 (7) 0 (0)
 利用選抜  中期 15 (11) 15 (11) 0 (0)

 後期 6 (5) 6 (5) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 393 (286) 376 (272) 108 (90) 70 (57) 1.16
(　 ）内は女子内数

同一日程において複数方式の併願者がある場合は重複を除いた実人数を記載した。

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
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保健看護学部　保健看護学科

　年度 試験区分 定員充足率

２０１８年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 178 (153) 175 (150) 33 (30) 25 (23)

 公募制Ⅱ期 126 (104) 114 (93) 14 (13) 11 (11)

 指定校制 26 (25) 26 (25) 26 (25) 26 (25)

 校友子弟 3 (2) 3 (2) 3 (2) 3 (2)

 一般選抜  前期Ａ日程 214 (165) 199 (152) 31 (23) 10 (7)

 前期Ｂ日程 168 (129) 156 (117) 18 (15) 5 (4)

 中期 120 (93) 108 (83) 16 (14) 14 (12)

 後期 59 (45) 51 (39) 11 (8) 10 (7)

 センター試験  前期 83 (70) 83 (70) 11 (9) 0 (0)
 利用選抜  中期 27 (23) 27 (23) 2 (2) 0 (0)

 後期 21 (17) 21 (17) 2 (2) 0 (0)

 社会人選抜 1 (1) 1 (1) 0 (0)

合　計 1026 (827) 964 (772) 167 (143) 104 (91) 1.15

２０１９年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 191 (159) 188 (156) 36 (28) 25 (19)

 公募制Ⅱ期 128 (106) 117 (96) 16 (15) 13 (12)

 指定校制 26 (23) 26 (23) 26 (23) 26 (23)

 校友子弟 1 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 153 (129) 149 (126) 22 (21) 8 (8)

 前期Ｂ日程 164 (139) 160 (137) 27 (26) 10 (10)

 中期 106 (87) 95 (78) 11 (10) 6 (5)

 後期 63 (51) 55 (45) 8 (6) 6 (4)

 センター試験  前期 82 (74) 82 (74) 15 (15) 0 (0)
 利用選抜  中期 34 (29) 34 (29) 3 (3) 0 (0)

 後期 13 (9) 13 (9) 1 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 961 (806) 920 (773) 166 (148) 95 (81) 1.05

２０２０年度  推薦選抜  公募制Ⅰ期 193 (162) 193 (162) 42 (35) 21 (15)

 公募制Ⅱ期 121 (100) 114 (94) 20 (16) 12 (9)

 指定校制 24 (22) 24 (22) 24 (22) 24 (22)

 ファミリー 1 (1) 1 (1) 0 (0)

 一般選抜  前期Ａ日程 131 (112) 127 (108) 22 (19) 5 (4)

 前期Ｂ日程 159 (139) 151 (132) 29 (27) 3 (3)

 中期 84 (73) 74 (64) 18 (16) 13 (11)

 後期 47 (34) 44 (31) 17 (10) 14 (8)

 大学入学共通テスト  前期 71 (65) 71 (65) 16 (14) 0 (0)
 利用選抜  中期 17 (16) 17 (16) 4 (4) 0 (0)

 後期 9 (5) 9 (5) 3 (1) 0 (0)

 社会人選抜 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

合　計 858 (730) 826 (701) 196 (165) 93 (73) 1.03

２０２１年度  総合型選抜 32 (27) 32 (27) 7 (7) 7 (7)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 214 (175) 208 (170) 31 (26) 17 (12)

 公募制Ⅱ期 162 (132) 155 (128) 18 (13) 11 (6)

 指定校制 36 (30) 36 (30) 36 (30) 36 (30)

 ファミリー 7 (6) 7 (6) 1 (1) 1 (1)

 一般選抜  前期Ａ日程 156 (129) 141 (117) 25 (23) 8 (7)

 前期Ｂ日程 136 (117) 123 (106) 23 (20) 8 (6)

 中期 80 (67) 71 (59) 11 (11) 6 (6)

 後期 63 (50) 61 (48) 10 (10) 7 (7)

 大学入学共通テスト  前期 74 (65) 74 (65) 12 (11) 1 (1)
 利用選抜  中期 24 (22) 24 (22) 5 (5) 3 (3)

 後期 19 (16) 19 (16) 1 (1) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 1003 (836) 951 (794) 180 (158) 105 (86) 1.16

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
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　年度 試験区分 定員充足率

２０２２年度  総合型選抜 33 (26) 33 (26) 6 (4) 6 (4)

 推薦選抜  公募制Ⅰ期 138 (124) 137 (123) 35 (33) 24 (22)

 公募制Ⅱ期 120 (106) 115 (102) 25 (22) 20 (17)

 指定校制 27 (25) 27 (25) 27 (25) 27 (25)

 ファミリー 1 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

 一般選抜  前期Ａ日程 123 (107) 113 (97) 28 (23) 10 (8)

 前期Ｂ日程 109 (91) 100 (82) 28 (25) 9 (8)

 中期 52 (43) 43 (36) 7 (6) 5 (4)

 後期 39 (34) 34 (31) 6 (6) 4 (4)

 大学入学共通テスト  前期 50 (43) 50 (43) 11 (9) 0 (0)
 利用選抜  中期 15 (14) 15 (14) 1 (1) 0 (0)

 後期 14 (13) 14 (13) 2 (2) 0 (0)

 社会人選抜 0 (0)

合　計 721 (627) 682 (593) 177 (157) 106 (93) 1.17

(　 ）内は女子内数

同一日程において複数方式の併願者がある場合は重複を除いた実人数を記載した。

志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
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　関西医療大学大学院 保健医療学研究科 修士課程では優れた臨床能力を持つ高度専門
職業人と保健医療学分野の科学的探求心を持ち、研究に従事する人材の養成に努めて
きました。このような修士課程での実績をさらに発展させるために、博士後期課程では、
保健医療分野においてリーダーとなる高度な主導的臨床専門職を養成します。
　また、保健医療の各分野を牽引するリーダーとしての責任感と判断力を養うことを
発展させ、世界の保健医療分野の発展に貢献し、後進の指導を担える研究実践力を持つ、
大学・研究機関の研究者として活躍できる人材を養成します。

カリキュラムは、修士課程では医療職種毎に３つのコースに分けて指導しています
が、博士後期課程では様々な職種の学生が共に保健医療科学を追究し、新規の治療技
術の開発を学ぶことのできる科目を設定し、これらの学修・研究活動を通して目的を
達成します。

設置の目的と
特色

修士課程

博士課程
（設置構想中）

● 臨床鍼灸学コース
● 臨床身体機能学コース
● 医科学コース

保健医療科学
の追究

新規の治療技術
の開発

保健医療分野での主導的臨床専門職

大学・研究機関の研究者として活躍できる人材

保健医療学研究科
博士後期課程

（仮称・設置構想中）

2024.4開設
予定

養成する人材像

開設予定
2024（令和6）年4月

修業年限
3 年
入学定員

3 名（収容定員 9 名）
取得学位

博士（保健医療学）

2024 年 4月設置構想中のため、記載内容は変更になる場合があります。

資料12
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〒 590-0482　大阪府泉南郡熊取町若葉 2-11-1

TEL 072-453-8251

https://www.kansai.ac.jp

学費（予定）

入学金　30 万円
授業料　60 万円（年額）
奨学金　日本学生支援機構、その他の奨学金を取り扱います。

備考
１．関西医療大学大学院修士課程修了者は、入学金と同等程度の金
　　額について援助する。
２．関西医療大学を卒業し、他大学大学院を修了した学生は、入学
　　金の半額相当程度の金額について援助する。
３．特別研究への研究援助として、年間 10 万円を研究費として援
　　助する。
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大学名 所在地
研究科名

（博士後期課程）
専攻 定員

1 鈴鹿医療科学大学
〒510-0293
三重県鈴鹿市岸岡町1001番地1

医療科学研究科
博士後期課程

医療科学 5

2 京都橘大学
〒607-8175
京都府京都市山科区大宅山田町34

健康科学研究科
博士後期課程

健康科学 3

3 明治国際医療大学
〒629-0392
京都府南丹市日吉町

鍼灸学研究科
博士後期課程

鍼灸学 4

4 大阪電気通信大学
〒572-8530
大阪府寝屋川市初町18の8

医療福祉工学研究科
博士後期課程

医療福祉工学 5

5 関西福祉科学大学
〒582-0026
大阪府柏原市旭ヶ丘3丁目11-1

社会福祉学研究科
博士後期課程

臨床福祉学 3

6 森ノ宮医療大学
〒559-8611
大阪府大阪市住之江区南港北1-26-16

保健医療学研究科
博士後期課程

医療科学 2

7 神戸学院大学
〒651-2180
兵庫県神戸市西区伊川谷有瀬518

総合リハビリテーション研究科
博士後期課程

医療リハビリテーション
学

3

8 畿央大学
〒635-0832
奈良県北葛城郡広陵町馬見中4-2-2

健康科学研究科
博士後期課程

健康科学 5

競合する大学院博士後期課程の名称
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[抜粋]

2040年を見据えた大学院教育のあるべき姿
～社会を先導する人材の育成に向けた体質改善

の方策～
（審議まとめ）

平成３１年（２０１９年）１月２２日
中央教育審議会大学分科会
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３.大学院教育の改善方法
　⑥博士後期課程修了者の進路の確保とキャリアパスの多様化
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[抜粋]

新時代の大学院教育
ー国際的に魅力ある大学院教育の構築に向けてー

答申

平成１７年９月５日
中央教育審議会
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第1章　国際的に魅力ある大学院教育に向けて
　第2節　基本的な考え方を支える諸条件について
　　２　博士、修士、専門職学位課程の目的・役割の焦点化
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                                     資料１6 

 

 

[抜粋] 

 

第 11 期 科学技術・学術審議会  

人材委員会 審議まとめ 

（論点整理） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１２月１５日 開催 
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１ 第 11期人材委員会における審議経過の概要 

・当人材委員会では、第６期科学技術・イノベーション基本計画（令和３年３ 

月閣議決定。以下「第６期基本計画」という。）や研究力強化・若手研究者 

支援総合パッケージ（令和２年１月 CSTI決定）等を踏まえて、科学技術・ 

イノベーション人材の育成・確保等について、審議を進めてきた。 

・特に、今期の人材委員会においては、博士後期課程学生を含む若手研究者へ 

の支援方策の在り方について幅広く検討を行なってきた。 

・具体的には、博士人材のキャリアパス確保について中心的に議論を行い、博 

士人材の産業界への進出や社会的地位の向上等に向けて、政府としての施策 

や関係機関との連携方策などについて検討し、論点をとりまとめることとし 

た。 

 

 

 

２ 主な審議事項の審議経過 

２－１ 博士人材のキャリアパスについて（論点整理） 

（２）旧来型の雇用システムからの変容と国際頭脳循環 

 

・博士人材のような高度専門人材は、引き続き研究の主たる担い手であるとと 

もに、社会全体において様々な課題解決も牽引していく「社会イノベータ 

ー」ともいうべき存在として、今後組織の様々な場面での一層の活躍が期待 

されるものである。国、大学や研究機関等のアカデミア及び産業界が結束し 

てこうした博士人材の育成・活用に取り組むべきである。 
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[抜粋] 

 

 

 

次期教育振興基本計画について（答申） 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月８日 

中央教育審議会 
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Ⅳ．今後５年間の教育政策の目標と基本施策 

 

 

目標５ イノベーションを担う人材育成 

 

【基本施策】 

 

 ○大学院教育改革 

 ・「2040年を見据えた大学院教育のあるべき姿～社会を先導する人材の育成 

に向けた体質改善の方策～（審議のまとめ）」（平成 31（2019）年 中央教 

育審議会大学分科会）等に基づき、「3つの方針」に基づく学位プログラ 

ムとしての大学院教育の確立や、優秀な人材の進学促進と修了者の進路 

確保、キャリアパスの多様化等を、行政・産業界等とも連携しつつ推進す 

る。 

  ・高度な専門的知識と倫理観を基礎に自ら考え行動し、新たな知及びそれ 

   に基づく価値を創造し、様々なセクターで活躍する高度な博士人材を育 

成するとともに、機関の枠を超えた産業界等との連携した教育プログラ 

ムの構築を推進する。 

   

  ○若手研究者・科学技術イノベーションを担う人材育成 

  ・第 6期科学技術・イノベーション基本計画に基づく、博士後期課程学生 

   の処遇向上とキャリアパスの拡大を図るなど、若手研究者がアカデミア 

のみならず産業界等の幅広い領域で活躍できるキャリアパスの展望を描 

けるようにすることで、優秀な若者が博士後期課程を志す環境を実現す 

る。あわせて、URA等の高度な専門職人材に関する取組や、出産・育児等 

のライフイベントと研究を両立するためのサポート体制等の充実を進め、 

大学等における研究環境を整備する。 

 

 

【指標】 

 ・自治体や企業等と連携し社会や地域のニーズに対応できる医療人材の 

養成に取り組む大学の割合の増加 
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                               令和４年１０月１日 

 

臨地実習施設 

 採用ご担当者 様  

 

関西医療大学 
                           学   長  吉 田 宗 平 
                           大学院科長  鈴 木 俊 明 

 
 
 

大学院博士後期課程修了者の採用意向に関するアンケート調査について（ご依頼） 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、本学の運営につきましては、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、本学では令和６年４月の開設を目指し、保健医療分野においてリーダーとなれる

高度な主導的臨床専門職および研究者を養成することを目的として、大学院博士後期課程

の設置申請に向けた準備を進めております。 

この度、設置申請（令和 5年 3月）にあたり、本学が養成する医療人材に関する社会的、

地域的な人材需要の動向についての調査を実施することといたしました。 

つきましては、貴施設に在職されます医療従事者（理学療法士・作業療法士・臨床検査

技師）の状況及び今後の博士後期課程修了者の採用に関するご意見をお聞かせいただきた

く、別紙アンケート調査（回答は Googleアンケート）にご協力を賜りたくお願い申し上げ

ます。 

アンケート調査結果は、設置申請に当たっての統計資料としてのみ活用するものであり、

貴施設を特定することや他の目的に使用することは一切ありません。 

甚だ勝手なお願いではございますが、本アンケート調査にご理解を賜り、何卒ご協力く

ださいますようお願い申し上げます。 

 

謹白 

記 

 １．ご送付資料 

  ・関西医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程の設置構想（概要） 

・関西医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程修了者の採用意向に関する 

アンケート調査（調査用紙） 

    ・採用意向に関するアンケート調査のご回答について 

 

 ２．アンケート調査ご回答期限  

令和４年１０月３１（月） 

 

３．アンケートの回答方法 （①または②で回答をお願い申し上げます。） 

① アンケートＵＲＬまたはＱＲコードをご活用いただき Googleで回答 

② 別紙アンケート用紙に直接ご記入の上、同封の返信用封筒で回答 

  

<担 当> 関西医療大学 事務局 教学部（野口） 

             〒590-0482 大阪府泉南郡熊取町若葉 2-11-1    

TEL：072-453-8251（代表） /  E-mail:noguchi@kansai.ac.jp       
－08₋学生確保（資料）－90－



 

 

 

 
 採用意向に関するアンケート調査のご回答について 

 

 

 

□ 下記のいずれかでご回答をお願い申し上げます。 
 

【期 限：令和４年１０月３１日（月）】 
 

 
記 

 

 

  〇 ＵＲＬ：https://forms.gle/e6iS5gvULZriD4u48 
 
 

 

  〇 ＱＲコード：  
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https://forms.gle/e6iS5gvULZriD4u48


関西医療大学大学院 保健医療学研究科 
博士後期課程修了者の採用意向に関するアンケート調査 

                                              

回答期限：１０月３１日（月） 

施設名                  

◆ 恐れ入りますが、該当する項目に〇印をお願い申し上げます。  

             

問１.[貴機関・貴施設の種別をお答えください。] 

1. 病院 

2. 診療所・クリニック 

3. 介護保健施設・福祉施設等 

4. その他（                ） 

 

問２.[貴機関・貴施設の所在地をお答えください。] 

1. 大阪市内 

2. 大阪府（大阪市以外） 

3. 関西圏（大阪府以外） 

4. その他（        ） 

問３.[貴施設の職員数をお答えください。] 

1. 50 人以下 

2. 51 人～100 人 

3. 101 人～300 人 

4. 301 人～500 人 

5. 501 人～1,000 人 

6.1,001 人以上 

 

問４.[貴施設における大学修士課程または博士課程（後期）修了の医療職（理学療法士、作

業療法士、臨床検査技師、鍼灸師 等）の勤務の有無についてお答えください。] 

 
1. 勤務している 

2. 過去に勤務者がいた 

3. これまで勤務者がいない 

4. わからない 

5. 過去にも現在にも勤務している 

 

問５.[問４で 1 または 5 に回答した場合、勤務されている人数をお答えください。] 

1. １人 

2. ２人 

3. ３人 

4. その他（     人） 
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問６.[問４で 2 または 5 に回答した場合、勤務されていた人数をお答えください。] 

1. １人 

2. ２人 

3. ３人 

4. その他（     人） 

 

問７.[添付の資料に示す「関西医療大学大学院 保健医療学研究科博士後期課程」が養成する

人材はこれから社会にとって必要と思われますか。] 

 

1. とても必要である 

2. ある程度必要である 

3. あまり必要でない 

4. 必要でない 

 

問８.[貴機関・貴施設において今後、関西医療大学大学院 保健医療学研究科博士後期課程が 

養成する人材を採用したいと思われますか。] 

 
1. 採用したい 

2. 採用を積極的に検討する 

3. 採用しない 

4. どちらともいえない 

 

問９.[問８で 1 または２に回答した場合、該当するものを全て選んでください。] 

 
1. 職場における高度な研究能力が期待できるため 

2. 職場における高度な臨床能力が期待できるため 

3. 職場における高度な教育力が期待できるため 

4. チーム医療における高度な指導能力が期待できるため 

5. 社会の変化に対応できる学識高い人を必要するため 

 

問 10.[問８で 1 に回答の場合、よろしければ採用可能な人数をお答えください。] 

1. １人 

2. ２人 

3. ３人 

4. その他（    人） 

 

問 11.[その他、関西医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程について、ご意見がござ

いましたらご自由にお書きください。] 

 

 

 

質問は以上となります、ご協力誠にありがとうございました。 
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資料19-1

関西医療大学大学院
「博士後期課程修了者の採用意向に関するアンケート調査」

（仮称）
結果報告書

（臨地実習施設 採用者対象調査）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年１２月
株式会社日本創造教育研究所
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【採用担当者】

選択項目 回答数 構成比

１.病院 50 67.6%

２.診療所・クリニック 6 8.1%

３.介護保健施設・福祉施設 15 20.3%

５.その他 3 4.1%

74

選択項目 回答数 構成比

１.大阪市内 7 9.6%

２.大阪府（大阪市以外） 29 39.7%

３.関西圏（大阪府以外） 32 43.8%

４.その他 5 6.8%

（無回答1施設） 73

採用意向に関するアンケート調査　集計結果
「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入

問１.[貴機関・貴施設の種別をお答えください。]

問２.[貴機関・貴施設の所在地をお答えください。]

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

1

2

3

4

問２.貴機関・貴施設の所在地をお答えください。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1

2

3

4

問１.貴機関・貴施設の種別をお答えください。
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選択項目 回答数 構成比

１. 50人以下 6 8.2%

２. 51～100人 17 23.3%

３. 101～300人 26 35.6%

４. 301～500人 10 13.7%

５. 501人～1,000人 8 11.0%

６. 1,001人以上 6 8.2%

（無回答1施設） 73

選択項目 回答数 構成比

１.勤務している 24 32.4%

２.過去に勤務者がいた 11 14.9%

３.これまで勤務者がいない 29 39.2%

４.わからない 4 5.4%

５.過去にも現在にも勤務している 6 8.1%

74

問４.[貴施設における大学修士課程または博士課程（後期）修了の医療職（理学療法士、作業療法

士、臨床検査技師、鍼灸師等）の勤務の有無についてお答えください。]

問３.[貴施設の職員数をお答えください。]

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

1

2

3

4

5

6

問３.貴施設の職員数をお答えください。

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1

2

3

4

5

問４.貴施設における大学修士課程または博士課程（後期）

修了の医療職（理学療法士、作業療法士、臨床検査技師、

鍼灸師等）の勤務の有無についてお答えください。
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選択項目 回答数 構成比

１. １人 12 40.0%

２. ２人 12 40.0%

３. ３人 3 10.0%

４. その他（4人以上） 3 10.0%

30

選択項目 回答数 構成比

１. １人 12 75.0%

２. ２人 1 6.3%

３. ３人 1 6.3%

４. その他（5名以上） 2 12.5%

（無回答1施設） 16

問５.[問４で1または5に回答した場合、勤務されている人数をお答えください。]

問６.[問４で2または5に回答した場合、勤務されていた人数をお答えください。]

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1

2

3

4

問５.問４で1または5に回答した場合、

勤務されている人数をお答えください。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1

2

3

4

問６.問４で2または5に回答した場合、

勤務されていた人数をお答えください。
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選択項目 回答数 構成比

１. とても必要である 23 31.1%

２. ある程度必要である 50 67.6%

３. あまり必要でない 1 1.4%

４. 必要でない 0 0.0%

74

選択項目 回答数 構成比

１. 採用したい 21 28.4%

２. 採用を積極的に検討する 21 28.4%

３. 採用しない 1 1.4%

４. どちらともいえない 31 41.9%

74

 問７.[添付の資料に示す「関西医療大学大学院 保健医療学研究科博士後期課程」が養成する  人材は

これから社会にとって必要と思われますか。]

問８.[貴機関・貴施設において今後、関西医療大学大学院 保健医療学研究科博士後期課程が   養成す

る人材を採用したいと思われますか。]

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1

2

3

4

問７.添付の資料に示す「関西医療大学大学院 保健医療学研究科博士後期

課程」が養成する人材はこれから社会にとって必要と思われますか。

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1

2

3

4

問８.貴機関・貴施設において今後、関西医療大学大学院 保健医療学研究

科博士後期課程が養成する人材を採用したいと思われますか。
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問９.[問８で1または2に回答した場合、該当するものを全て選んでください。] （複数回答）

選択項目 回答数 構成比

1. 職場における高度な研究能力が期待できるため 24 57.1%

2. 職場における高度な臨床能力が期待できるため 32 76.2%

3. 職場における高度な教育力が期待できるため 28 66.7%

4. チーム医療における高度な指導能力が期待できるため 22 52.4%

5. 社会の変化に対応できる学識高い人を必要とするため 19 45.2%

42

問１０.[問８で1に回答の場合、よろしければ採用可能な人数をお答えください。]

選択項目 回答数 構成比

１. １人 2 11.8%

２. ２人 4 23.5%

３. ３人 5 29.4%

４. その他 6 35.3%

（無回答4施設） 17

問１１．自由記述　[ご意見やご要望]

・問9の設問回答　臨床の状況を変化させるため、わが国の医療制度の高度化に取り組める人材が期待できる

ため、すぐにでなくても、今後採用について前向きに検討したいと思っています。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

1

2

3

4

5

問９.問８で1または2に回答した場合、該当する

ものを全て選んでください。

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

1

2

3

4

問１０.問８で1に回答の場合、よろしければ採

用可能な人数をお答えください。
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資料19-2

関西医療大学大学院
「博士後期課程修了者の採用意向に関するアンケート調査(グラフ)」

（仮称）
結果報告書

（臨地実習施設採用者対象調査）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年１２月
株式会社日本創造教育研究所
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関西医療大学大学院 保健医療学研究科 博士後期課程修了者の

採用意向に関するアンケート調査 （74施設/200施設） 37.0%

問１.[貴機関・貴施設の種別をお答えください。]

問２.[貴機関・貴施設の所在地をお答えください。]

病院

68%

診療所・ｸﾘﾆｯｸ

8%

介護保健施設・

福祉施設等

20%

その他

4%

大阪市内

10％

大阪府（大阪市以外）

40%

関西圏（大阪府以外）

44%

その他

7%
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問３.[貴施設の職員数をお答えください。]

問４.[貴施設における大学修士課程または博士課程（後期）修了の医療職

(理学療法士、作業療法士、臨床検査技師、鍼灸師等）の勤務の有無について

お答えください。]

50人以下

8%

51～100人

23%

101～300人

36%

301～500人

14%

501人～1,000人

11%

1001人以上

8%

勤務している

32.4%

過去に勤務者が

いた

14.9%

これまで勤務者

がいない

39.2%

わからない

5.4%

過去にも現在に

も勤務している

8.1%
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問５.[問４で「勤務している」「過去にも現在にも勤務している」に回答した場合、

勤務されている人数をお答えください。]

問６.[問４で「過去に勤務者がいた」「過去にも現在にも勤務している」に回答した場合、

勤務されていた人数をお答えください。]

1人

40%

2人

40%

3人

10%

その他

10%

1人

75%

2人

6%

3人

6%

その他

13%
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問７.[添付の資料に示す「関西医療大学大学院 保健医療学研究科博士後期

課程」が養成する人材はこれから社会にとって必要と思われますか。]

問８.[貴機関・貴施設において今後、関西医療大学大学院 保健医療

学研究科博士後期課程が養成する人材を採用したいと思われますか。]

とても必要である

31%

ある程度必要である

68%

あまり必要でない

1%

採用したい

28％

採用を積極的に検討する

28%採用しない

1%

どちらともいえない

42%
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問９.[問８で1または2に回答した場合、該当するものを全て選んでください。]

問１０.[問８で1に回答の場合、よろしければ採用可能な人数をお答えください。]

57.1%

76.2%

66.7%

52.4%

45.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

職場における高度な研究能力が期待できるため

職場における高度な臨床能力が期待できるため

職場における高度な教育力が期待できるため

チーム医療における高度な指導能力が期待できるため

社会の変化に対応できる学識高い人を必要とするため

1人

12%

2人

24%

3人

29%

その他

35%
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問9の設問回答　臨床の状況を変化させるため、わが国の医療制度の高度化に取り組める人材が期
待できるため、すぐにでなくても、今後採用について前向きに検討したいと思っています。

問１１.[その他、関西医療大学大学院保健医療学研究科博士後期課程について、ご意見が
ございましたらご自由にお書きください。]
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